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9
月
23
日（
現
地
時
間
9
月
22

日
）、
第
6
回
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議（
カ
ナ
ダ
・

ス
ト
ー
ン
ハ
ン
マ
ー
ジ
オ
パ
ー

ク
）で
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）に
再
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
認
定
期
間
は
平
成
30

年
ま
で
の
4
年
間
で
す
。

 

適
性
の
審
査

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に
は
、
玄
武

洞
な
ど
の
価
値
あ
る
地
域
資
源
を

保
全
し
な
が
ら
、
教
育
や
観
光
な

ど
に「
活
用
」し
て
い
る「
人
々
の
活

動
」が
重
要
で
す
。
Ｇ
Ｇ
Ｎ
の
審
査

員
が
現
地
を
訪
れ
、
4
年
ご
と
に

審
査
し
ま
す
。
今
回
の
再
認
定
で
、

鳥
取
市
青
谷
町
ま
で
認
定
エ
リ
ア

が
拡
大
し
、
東
西
1
2
0
㎞
、
南

北
30
㎞
に
な
り
ま
し
た
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
地

域
の
連
携
や
地
域
の
人
々
・
ガ
イ

ド
の
普
及
活
動
な
ど
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

平
成
27
年
9
月
、
豊
岡
市
や
鳥

取
市
を
メ
イ
ン
会
場
に「
第
4
回

ア
ジ
ア
太
平
洋
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク（
Ａ
Ｐ
Ｇ
Ｎ
）シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
域

資
源
や
活
動
を
世
界
に
発
信
で
き

る
絶
好
の
機
会
で
す
。

世界で輝ける山陰海岸ジオパークへ
～世界は豊岡にある～

自然に代わってガイドを
山陰海岸ジオパークの認知度

が上がっています。ジオパーク
先進地として見られることもあ
り、今まで活動してきたガイド
業をより一層良いものにしたい
と思っています。
私が活動している神鍋高原に

は、近畿で唯一の「噴火口」や自
然の冷蔵庫「風穴」、溶岩が作り出した独特な景観
「神鍋溶岩流」があります。この地で過去にどのよ
うな活動があり、今の地形や石があるのかなどを
ガイドしたいです。

真価が問われる
山陰海岸ジオパークが発足し

て６年。「多くの人々にジオパー
クを知ってもらおう」と官民が
連携して啓発活動を進めてきた
結果であり、関係者に敬意を表
します。
これからは、より一層、地域

の住民と連携・協働して活動を
進めることが大切であり、地域の活性化とジオ
パーク活動がどのように発展していくのか、真
価が問われることになると思われます。一緒に

頑張りましょう。

山陰海岸ジオパークが世界ジオパークネットワークに再認定されました。今後は、ジオパークを
通じて「地域の宝」をさらに磨き、地域の活性化を図ります。 《問合せ》大交流課☎21‒9016

感動の共有で地域の活性化を
この素晴らしい結果は、地質、地形は
もちろん、豊かな自然、人々の取組みが
あってこそのものだと思います。これを
機に、点在する多くの名所を山陰海岸一
体となって線で結び、力を合わせて一層
ＰＲ・普及に努めたいです。

岩い
わ

祝い
わ

と

お
う再

認
定
！

私がガイドをしている日和山海岸も四
季折々、日々さまざまな表情で魅せてく
れます。この壮大な美しさを歴史と共に
多くの人へ語り、感動を共有することで
活性化へつながればと願います。
さらなる４年後を目指して…。

ＮＰＯ法人
かんなべ自然学校
前田敦司さん

NPO法人
玄武洞ガイドクラブ
木下道則さん

日和山海岸ガイドセンター
澤本圭子さん

喜びの声A
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ジオパークってどんな「公園」？
「ジオ（geo）」は、地球や大地という意
味です。「ジオパーク」は、科学的に見て
特別に重要で貴重な、あるいは美しい
地質遺産を含む一種の自然公園です。
地質や地形は、地球の歴史を物語っ

ているだけでなく、人の暮らしや文化
に直接結びついています。この大地の
営みを一つの遺産として学び、楽しむ
のがジオパークです。

地球活動遺産を学び、楽しもう♪
思い出の舞台は山陰海岸

❾
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竹野海岸・はさかり岩

神鍋溶岩流　

城崎温泉街

玄武洞公園　

余部橋梁（香美町）

猿壺の滝（新温泉町）

浦富海岸（岩美町）

鳥取砂丘（鳥取市）

立岩（京丹後市）

西ヶ岡棚田（香美町）
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粋
に
浴
衣
を
着
こ
な
し
、
歩
け

る
よ
う
に
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
。
楽
し
く
分
か
り
や
す
い

講
座
で
、
参
加
者
は
終
始
笑
顔
で

し
た
。

◆
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

〜
失
わ
れ
た
大
切
な
も
の
を

取
り
戻
す
〜

出
演　
中
貝
市
長

観
客
数　
約
1
0
0
人

「
失
わ
れ
た
大
切
な
も
の
を
取

り
戻
す
」。
そ
し
て
、
そ
れ
を
守
り
、

育
て
、
次
へ
と
引
き
継
い
で
い
き

た
い
。
豊
岡
の
誇
り
を
市
長
が
語

り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
真
剣
な

眼
差
し
で
う
な
ず
き
な
が
ら
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

◆
新
作
能「
田た

道じ

間ま

守も
り
」特別

版
公
演

出
演　

田た

茂も

井い

廣ひ
ろ

道み
ち（
能
楽
師
）、

角か
く

当と
う

直
隆（
能
楽
師
）

観
客
数　
約
1
0
0
人

豊
岡
の
地
に
伝
わ
る
伝
承
を
題

材
に
し
た
新
作
能「
田
道
間
守
」の

特
別
版
を

公
演
。
響

き
渡
る
謡う
た
い

と
美
し
い

舞
に
参
加

者
は
引
き

込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

◆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

〜
舞
台
芸
術
が
生
ま
れ
る
ま
ち

「
城
崎
温
泉
」〜

出
演　

平
田
オ
リ
ザ（
劇
作
家
・

演
出
家
）、
イ
レ
ー
ヌ
・
ジ
ャ

コ
ブ（
女
優
）、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・

キ
ル
シ
ャ
ー（
俳
優
）、
中
貝
市

長
観
客
数　
約
1
2
0
人

劇
作
家
・
演
出
家
の
平
田
オ
リ

ザ
さ
ん
が
手
掛
け
、
イ
レ
ー
ヌ
・

ジ
ャ
コ
ブ
さ
ん
が
主
演
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
演
劇「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
版

『
変
身
』」の
見
ど
こ
ろ
や
城
崎
温

泉
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
4
人
が

語
り
ま
し
た
。

会
場
か
ら
多
数
の
質
問
が
あ
り
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

今
年
で
6
回
目
の
開
催
と
な
る

豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
を
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
で

開
催
し
ま
し
た
。

日
本
の
情
報
発
信
拠
点「
東
京
」

で
、
豊
岡
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

多
く
の
方
に
豊
岡
を
知
っ
て
も
ら

い
、
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
が

目
的
で
す
。

今
年
は「
豊
岡
か
ら
世
界
へ　

芸

術
文
化
の
発
信
」を
テ
ー
マ
に
、
豊

岡
と
い
う
小
さ
な
ま
ち
で
取
り
組

ん
で
い
る
、
歌
舞
伎
の
公
演
、
文

学
や
舞
台
芸
術
の
創
造
に
つい
て
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
出
張
ア
ン

テ
ナ
シ
ョッ
プ
と
し
て
、
有
楽
町
に

あ
る
豊
岡
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
の
セ

レ
ク
ト
シ
ョッ
プ
を
展
開
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
豊
岡
の
魅
力
を
積

極
的
に
発
信
し
、
大
交
流
を
推
進

し
て
地
域
経
済
を
活
性
化
し
て
い

き
ま
す
。

会
場　

C
コ

ー

ト
O
U
RT

◆
浴
衣
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〜
湯
上
が
り
の
温
泉
街
を

浴
衣
で
歩
こ
う
〜

講
師　
明み
ょ
う

神じ
ん　

慈や
す（
演
出
家
）

受
講
者　

19
人

【
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
】

9
月
15
日

舞
台
芸
術
が
生
ま
れ
る
ま
ち

「
城
崎
温
泉
」

豊岡エキシビションを渋谷ヒカリエで開催
期間：９月15～17日
会場：渋谷ヒカリエ（東京都）
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期
間　
9
月
16
〜
17
日

会
場　

C

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

reative L

ラ
ウ
ン
ジ

ounge M
OV

シ
ョ
ー
ケ
ー
スa

ア
イ
ー
マ

iiim
a

ガ
ラ
ス
張
り
の
部
屋
を
市
長
室

に
。市
長
が
来
客
を
迎
え
、意
見

交
換
し
ま
し
た
。

来
客
者　
松
山
良
一
さ
ん〔
日
本

政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）理
事

長
〕な
ど
13
組
24
人

期
間　
9
月
5
日
〜
10
月
中
旬

会
場　
ｄ
47
食
堂

◆
制
作
発
表

〜
万ま

城き

目め　
学ま
な
ぶ 

新
作
短
編
小
説

「
城
崎
裁
判
」〜

出
演　

幅は
ば　

允よ
し

孝た
か（
有
限
会
社
Ｂ

Ａ
Ｃ
Ｈ
代
表
）、
長
嶋
り
か
こ

（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）、
片

岡
大
介（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
本
と
温
泉
理

事
）、
中
貝
市
長

観
客
数　
約
80
人

会
場
に
は
、
万
城
目　

学
さ
ん

の
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
制
作
発
表

終
了
後
の「
城
崎
裁
判
」先
行
販
売

は
、
行
列
が
で
き
る
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。

会
場　
ｄ
47d

デ
ザ
イ
ン

esign t

ト
ラ
ベ
ル

ravel s

ス
ト
ア

tore

有
楽
町
に
あ
る
豊
岡
市
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
出
張
出
店
。

セ
レ
ク
ト
し
た
豊
岡
産
の
商
品

を
販
売
し
ま
し
た
。

販
売
実
績　
85
点

豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
2
0
1
4

を
振
り
返
っ
て

今
回
の
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョン
は
、

新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
発
信
効
果
を
狙
っ
た
フ
ォ
ト
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
や
、
来
場
者
に
豊
岡

に
来
て
も
ら
う
た
め
、豊
岡
の
旬
な

情
報
を
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
し
た
日

め
く
り
冊
子「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

67 

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー「
豊
岡
ヒ
ナ
ド
リ
隊
」を
募
集

し
、3
日
間
で
16
人
に
当
日
の
運
営

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

定
員
1
0
0
人
の
会
場
を
使

用
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
連
日
満
員

で
、
3
日
間
で
約
3
3
0
人
に
、

交
流
会
は
1
3
8
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
う
ち
メ
デ
ィ
ア
関
係
は
、

28
社
39
人
で
、
現
場
で
の
取
材
を

受
け
た
ほ
か
、
当
地
への
取
材
申
込

み
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

〜
城
下
町
出
石
に
息
づ
く

「
永
楽
館
歌
舞
伎
」〜

出
演　

片
岡
愛
之
助（
歌
舞
伎
俳

優
）、
亀
岡
典
子（
産
経
新
聞
編

集
委
員
）、
中
貝
市
長

観
客
数　
約
1
3
0
人

永
楽
館
歌
舞
伎
の
座
頭
、
片
岡

愛
之
助
さ
ん
が
、
芝
居
小
屋
出
石

永
楽
館
や
永
楽
館
歌
舞
伎
に
つ
い

て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
熱

い
思
い
を
語
り
ま
し
た
。
人
気
俳

優
の
登
場
に
会
場
は
、
大
変
盛
り

上
が
り
、
笑
い
の
絶
え
な
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

豊
岡
の
食
材
を
使
っ
た「
豊
岡

定
食
」を
1
日
30
食
限
定
で
販
売

し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー　

白
イ
カ
醤
油
漬
け
、

け
ん
ち
ん
煮
、
但
馬
牛
た
た
き
、

本
モ
ズ
ク
と
オ
ク
ラ
の
お
す
ま

し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
、
北
村
ワ

サ
ビ（
ミ
ニ
お
ろ
し
金
で
お
ろ

し
た
ワ
サ
ビ
を
、
白
イ
カ
や
但

馬
牛
な
ど
に
付
け
、
味
わ
っ
て

も
ら
う
）

販
売
数　
85
食（
9
月
15
〜
17
日
）

会
場　

CO
U
RT

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
拡
散
効
果

を
狙
い
、
会
場
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

巣
の
模
型
を
使
っ
た
フ
ォ
ト
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

【
出
張「
豊
岡
市
長
室
」】

【
豊
岡
定
食
の
販
売
】

【
フ
ォ
ト
コ
ー
ナ
ー
】

【
出
張
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
】

9
月
16
日

城
下
町
出
石
に
息
づ
く

「
永
楽
館
歌
舞
伎
」

9
月
17
日

城
崎
温
泉
を
舞
台
に
生
ま
れ
た

新
し
い
短
編
小
説

デ
ィ
ー
ヨ
ン
ナ
ナ
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沿
線
住
民
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
西
気
で
も
地
域
の
催
し

と
セ
ッ
ト
で
積
極
的
な
利
用
促
進

を
展
開
し
、
今
後
の
運
行
に
つ
な

が
る
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
県
の
事
業
に
も
積
極

し
か
し
、
地
区
の
人
口
は
急
激

に
減
少
。
特
に
子
ど
も
の
数
が

減
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
か

ら
は
清
滝
小
学
校
と
の
統
合
で
、

西
気
小
学
校
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
も
な
く
な

り
、
路
線
バ
ス
も
撤
退
の
危
機
に

あ
り
ま
し
た
。

地
域
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
な
く
な
り「
こ
の
ま
ま
で
は
地

域
が
駄
目
に
な
る
」と
、
住
民
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

バ
ス
路
線
を
守
る
た
め
に
は
、

利
用
者
を
増
や
し
、
一
定
の
収
益

を
上
げ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

「
乗
ら
な
い
か
ら
減
便
、
不
便

だ
か
ら
乗
ら
な
い
」の
悪
循
環
で

は
な
く
、
ど
う
し
た
ら
路
線
を
守

れ
る
の
か
…
。

住
民
と
全
但
バ
ス
、
市
の
3
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
果
た
し
、

公
共
交
通
を
守
っ
て
い
く
社
会
実

験
と
し
て「
2
0
0
円
バ
ス
」に

取
り
組
み
ま
し
た
。

西
気
は
神
鍋
高
原
に
あ
る
地
区

で
す
。
ス
キ
ー
を
は
じ
め
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
四
季
を
通

じ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

的
に
取
り
組
み「
西
気
が
っ
せ
ぇ

化
計
画
」を
作
り
ま
し
た
。

住
民
自
ら
が
地
区
内
を
歩
き
、

西
気
の
魅
力
や
課
題
を
共
通
認
識

し
、
西
気
の
将
来
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま
し
た
。

西
気
で
暮
ら
す
幸
せ
を
増
や
す
。

そ
し
て
、
帰
り
た
く
な
る
西
気
を

目
指
し
ま
す
。

す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
、
少
し
先

な
ら
で
き
そ
う
な
こ
と
、
い
つ
か

は
や
り
た
い
こ
と
な
ど
、
取
組
み

に
順
序
を
付
け
て
い
ま
す
。

「
が
っ
せ
ぇ
」と
は「
す
ご
い
」

と
い
う
意
味
の
方
言
で
す
。
住
民

み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
年
、
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
推
進
と
し
て
、
モ
デ
ル
地

区
に
取
り
組
み
、
7
月
に
組
織
を

設
立
し
ま
し
た
。

名
前
は「
西
気
明
日
の
い
し
ず

え
会
」。
旧
西
気
小
学
校
の
石
碑

に
あ
る
言
葉
を
選
び
ま
し
た
。
新

▲神鍋民謡保存会と地区の子どもたちが「そうだろ節」を披露。地域の伝統が引き継が
れている（西気ふれあいの集い2014）

▲乗車人数が大幅に増加。みんなで
公共交通を守った

し
い
西
気
を
つ
く
る
礎
と
な
る
組

織
と
し
た
い
と
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

四
つ
の
部
会
と
一
つ
の
委
員
会

か
ら
成
り
、
地
区
内
の
団
体
や
住

民
が
協
力
し
合
っ
て
組
織
運
営
や

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
地
域
づ
く
り
の
推
進

母
体
が
整
い
ま
し
た
。

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

モ
デ
ル
地
区
の
取
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
地
区
の
取
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

社
会
実
験

2
0
0
円
バ
ス
の
取
組
み

地
域
の
思
い
を
描
く

　
　
　
　（
活
性
）

西
気
が
っ
せ
ぇ
化
計
画

い
よ
い
よ
設
立

西
気
明
日
の
い
し
ず
え
会

住
民
み
ん
な
で

地
域
を
守
る

▲リーフレットで見
やすくまとめました

西気には住民の団結力があります。新しいコミュニ
ティ組織では、住民同士のコミュニケーションをしっか
り取って、地域づくりをみんなで盛り上げていきたいと
考えています。困難なことはたくさんありますが、知恵
を出し合って楽しくできるよう心掛けたいと思います。
いずれ、防災や福祉の面にも取り組み、安心できる地
域、帰ってきたいと思える地域を目指し、この西気をみ
んなで守っていきます。

西気明日の
いしずえ会
会長

田原宏二さん
（50歳）

知恵を出し合い楽しい西気に

西気地区の取組み

地区人口　860人
高齢化率　34.4％（H26.4現在）
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機
感
を
み
ん
な
で
共
有
し
、
地
域

と
行
政
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
加

わ
り
、
3
者
の
連
携
に
よ
り
、
新

生「
高
橋
振
興
対
策
協
議
会
」が
誕

生
し
ま
し
た
。

高
橋
地
区
で
は
、
ふ
る
さ
と
探

訪
や
校
区
大
運
動
会
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
展
開
も

あ
り
ま
す
。

子
ど
も
が
少
な
い
、
地
域
に
元

気
が
な
い
と
不
満
を
言
う
だ
け
で

な
く
、高
橋
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、

人
口
が
少
な
い
か
ら
で
き
る
こ
と

を
や
ろ
う
と
い
う
動
き
で
す
。

「
英
語
で
遊
ぼ
う
♪
」は
、
遊
び

や
生
活
の
中
か
ら
楽
し
く
英
会
話

を
学
ぶ
も
の
で
す
。
地
域
の
中
・

高
校
生
が
小
学
生
や
幼
児
に
教
え

た
り
、
大
人
も
参
加
し
た
り
と
世

代
間
交
流

の
場
が
で

き
ま
し
た
。

将
来
を

見
つ
め
、

自
分
た
ち

の
手
で
地

域
を
つ

く
っ
て
い

き
ま
す
。

地域
コミュニティ
地区（公民館単位）の取組み
《問合せ》コミュニティ政策課☎21－9020

や
高
齢
化
が
進
み
、
ま
た
社
会
状

況
が
変
化
す
る
中
で
地
域
の
力
が

弱
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
県
の
事
業
支
援
や
市
の

過
疎
地
域
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

今
年
4
月
か
ら
は
新
し
い
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
モ
デ
ル
地
区
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
に
、
県
の
事
業
を

活
用
し
、
地
域
の
将
来
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、
地

域
の
将
来
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で

検
討
し
ま
し
た
。

10
年
後
も
住
み
よ
い
地
域
で
あ

る
た
め
に
、
何
を
地
域
で
取
り
組

ん
で
い
く
か
を
考
え
ま
し
た
。

現
在
、地
域
の
目
玉
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
て
い
る

「
高
橋
ふ
れ
あ
い
市
」は
、こ
の
計

画
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、地
域

の
催
し
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
次
は
、
組
織
の
建
て
直

し
で
す
。
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
り
、

住
民
の
負
担
感
が
先
に
立
っ
て
し

ま
い
、
組
織
の
硬
直
化
を
招
い
て

い
ま
し
た
。

過
疎
地
域
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
組
み
を
契
機
に
、
地
域
の
危

動
き
出
し
た

地
域
づ
く
り ▲次代の地域を担うのは子どもたち。その子どもたちを育てるのは地域。新たな取り組み

として｢英語で遊ぼう♪｣がスタート

29
の
地
区
公
民
館
が
平
成

29
年
度
か
ら
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
な
り
ま
す
。地
域
の
皆

さ
ん
が
頑
張
る
分
、地
域
づ
く

り
が
進
み
ま
す
。

高
橋
は
市
の
東
部
に
位
置
し
、

京
都
府
に
接
す
る
地
区
で
す
。

高
橋
振
興
対
策
協
議
会（
昭
和

53
年
設
立
）が
地
域
の
運
営
を

担
っ
て
き
ま
し
た
が
、
人
口
減
少

平
成
21
年
度

地
域
の
将
来
計
画
を
策
定

行
動
で
き
る
組
織
に

高
橋
振
興
対
策
協
議
会

新
た
な
活
動
へ

「
英
語
で
遊
ぼ
う
♪
」

高橋地区は活動が盛んで楽しい地域です。
｢英語で遊ぼう♪｣もその一つです。小さな子
どもたちにカルタの絵を英語で教えたりして、
ふれあいの輪が広がっています。
地域の人たちが楽しくすることで、多くの

若い人にこの地域に来てもらえると思います。
高橋地区は、自分が生まれた所なので好き

です。地域のために、できることをしたいです。

英語で遊ぼう♪
スタッフ

岸本健吾さん
（15歳）

英語を通してふれあいの輪

▲地域の収入にもなっている
　（高橋ふれあい市）

高橋地区の取組み

地区人口　952人
高齢化率　41.1％（H26.4現在）

▲参加者を出迎える

地域…ここでは「広がりを持った、ひとまとまりの土地」のことをいいます。
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今
年
3
月
に
韓
国
に
渡
っ
た
豊

岡
生
ま
れ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
そ

の
後
も
滞
在
し
、
来
秋
に
放
鳥
を

計
画
す
る
同
国
の
多
く
の
人
々
に

温
か
く
見
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
続
く
よ
う

に
、〝
田
ん
ぼ
と
生
き
も
の
の
大

切
さ
〞
に
つ
い
て

考
え
る
子
ど
も
イ

ベ
ン
ト「
世
界
一

田
め
に
な
る
学

校
」も
海
を
越
え

ま
し
た
。

　
「
世
界
一
田
め

に
な
る
学
校
in
韓

国
」は
、
生
物
多

様
性
条
約
第
12

回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
12
）の
会
期
に
合
わ
せ
て
、

10
月
6
日
に
高ゴ

揚ヤ
ン

市
で
開
催
し
ま

し
た
。
現
地
の
自
治
体
・
団
体
と

宮
城
県
大
崎
市
、
新
潟
県
佐
渡
市
、

豊
岡
市
の
共
催
で
す
。

　

本
市
か
ら
は
、
5
人
の
小
学
生

が
参
加
し
、
環
境
保
護
に
取
り
組

む
日
韓
両
国
の
子
ど
も
た
ち
と
交

▲アイロンあての基本を実践
で学ぶ

▲子どもたちが豊岡市での取組みを発表

▲アンドロイド演劇「変
身」の１場面（左は、女
優のイレーヌ・ジャコ
ブさん）

〜
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
韓
国
に
渡
る
！
〜

「
世
界
一
田
め
に
な
る
学
校 

in 

韓
国
」開
催

〜
家
庭
で
実
践
し
ま
す
〜　

男
女
共
同
参
画
モ
デ
ル
地
区
事
業

「
男
性
向
け
ア
イ
ロ
ン
あ
て
講
習
会
」開
催

世
界
初
公
開
！　

新
型
ア
ン
ド
ロ
イ
ド　

リ
プ
リ
ー
Ｓ
１
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

【
9
月
】

12
日
・
神
鍋
線
乗
っ
て
守
ろ
う
市

民
運
動
推
進
協
議
会
決
起

集
会
、
路
線
バ
ス
活
性
化

運
行
事
業
協
定
書
締
結
式

15
日
・
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン（
〜

17
日
、
東
京
）

17
日
・
東
京
大
学
豊
岡
実
習（
〜

20
日
）

25
日
・
玄
さ
ん
元
気
教
室
大
交
流

会

27
日
・
と
よ
お
か
景
観
フ
ォ
ー
ラ

ム
2
0
1
4（
全
国
町
並

み
ゼ
ミ
豊
岡
大
会
プ
レ
ゼ

ミ
大
会
）

【
10
月
】

1
日
・
地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西

日
本
社
員
派
遣
受
け
入
れ

2
日
・
第
69
回
国
民
体
育
大
会
・

第
14
回
全
国
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
の
豊
岡
市
出
身

選
手
激
励
会
・
報
告
会

4
日
・
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
版「
変
身
」本

市
で
世
界
初
演（
〜
5
日
）

　
　

・
2
0
1
4
世
界
一
田
め
に

な
る
学
校
in
韓
国（
〜
8

日
、
韓
国
）

6
日
・
台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
事

業
災
害
写
真
展（
〜
16
日
）

7
日
・
日
韓
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復

帰
フ
ォ
ー
ラ
ム（
韓
国
）

8
日
・
と
よ
お
か
家
族
の
日

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

9
月
15
日
、
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
の
祥
雲
寺

区
が「
男
性
向
け
ア
イ
ロ
ン
あ
て

講
習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
営

む
衣
川
克
典
さ
ん
は
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
と
家
庭
で
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
の
違
い
や
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
と
水
洗
い
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
違

い
な
ど
を
、
実
験
を
交
え
て
分
か

り
や
す
く
話
し
ま
し
た
。

　

9
月
27
日
、
城
崎
国
際
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
、
新
型
ア
ン
ド
ロ
イ

ド（
人
間
に
そ
っ
く
り
な
ロ
ボ
ッ

ト
）リ
プ
リ
ー
Ｓ
１
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
募
に
よ
る
中
学
生
〜
高
校
生

が
参
加
し
、
大
阪
大
学
石
黒
研
究

室
／
C
S
C
D
の
力
石
武
信
さ
ん

か
ら
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
仕
組
み

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

一
般
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
は
モ

ー
タ
ー
で
行
い
ま
す
が
、
リ
プ
リ

ー
Ｓ
１
は
エ
ア
ー
で
動
か
す
の
で
、

動
き
が
柔
軟
で
、
静
粛
性
に
優
れ

　

参
加
者
は
、
実
際
に
ワ
イ
シ
ャ

ツ
な
ど
に
ア
イ
ロ
ン
を
あ
て
な
が

ら
、
基
本
を
教
わ
り
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。
ま
た
、
顔
も
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
表
情
を
上

手
に
表
わ
せ
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
、
10
月

4
・
5
日
に
上
演
さ
れ
た
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
版『
変
身
』に
出
演
し
、
大

役
を
務
め
ま
し
た
。

流
し
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

き
込
ん
だ
記
念
の
旗
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

12
の
会
場
で
も
披
露
さ
れ
、
世
界

中
か
ら
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
も
と

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
豊
岡
で
学

び
、
考
え
、
実
践
し
て
き
た
こ
と

が
、
韓
国
へ
、
世
界
へ
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　

真
野
副
市
長
は
、
豊

岡
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

渡
っ
た
金キ

海メ

市
を
訪
問
。

故
盧ノ

武ム

鉉ヒ
ョ
ン

大
統
領
の
秘

書
官
や
地
元
住
民
な
ど
、

多
く
の
人
の
歓
迎
を
受

け
、
手
を
携
え
て
歩
み

を
進
め
て
い
く
意
志
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
14
日
に
開
催
さ
れ

た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
12
の
パ
ラ
レ
ル
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
日
本
の
自
治
体
を
代

表
し
て
豊
岡
の
取
組
み
を
報
告
。

地
域
づ
く
り
と
一
体
的
に
、
農
家

や
企
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た

ち
と
進
め
て
い
る
取
組
み
に
関
心

が
集
ま
り
ま
し
た
。
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〜
テ
ー
マ
は「
昭
和
の
豊
岡
を
歩
く
」〜

「
と
よ
お
か
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４（
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
豊
岡
大
会
プ
レ
ゼ
ミ
大
会
）」開
催

〜「
み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り
」が
広
が
っ
て
い
ま
す
〜

「
玄
さ
ん
元
気
教
室
大
交
流
会
」を
開
催

　

平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
ら
の
、
１
カ
月

に
わ
た
る
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
の
日
仏
共
同
制
作
が
終
わ

り
、
フ
ラ
ン
ス
人
俳
優
ら
も
次
の

舞
台
へ
と
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

原
作
・
カ
フ
カ
の「
変
身
」は
、

主
人
公
が
朝
起
き
た
ら
大
き
な
毒

虫
に
変
わ
っ
て
い
た
と
い
う
物
語

で
す
が
、
平
田
版「
変
身
」は
ア
ン

ド
ロ
イ
ド（
ロ
ボ
ッ
ト
）に
変
わ
っ

て
い
た
と
い
う
設
定
で
す
。
外
見

は
人
間
で
は
な
い
け
れ
ど
息
子

（
兄
）の
自
我
を
持
つ
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
に
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
受
け

入
れ
て
い
く
家
族
。

　

人
間
が
人
間
で
あ
る
ゆ
え
ん
は

何
な
の
か
。
脳
な
の
か
、
意
識
、

感
情
な
の
か
。「
人
間
と
は
何
か
」

に
迫
る
素
晴
ら
し
い
演
劇
で
し
た
。

　

そ
れ
は
同
時
に
、
家
族
の
物
語

で
も
あ
り
ま
し
た
。
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
を
、
例
え
ば
寝
た
き
り
の
家
族

や
何
か
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
家

族
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
昨
日
ま
で
と
明
ら
か
に
違
う
。

け
れ
ど
、
な
お
家
族
で
あ
る
。

　

家
族
の
一
員
が
突
然
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
か
の
よ

う
に
、
人
生
に
は
不
条
理
な
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
起
き
ま
す
。
時
と

し
て
そ
れ
は
と
て
も
厄
介
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
受
け

入
れ
、
耐
え
、
な
お
人
生
を
肯
定

し
な
が
ら
生
き
て
い
く
ほ
か
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
姿
が
、
私
に
は

い
と
お
し
く
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
1
カ
月
、
象
徴
的
に
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
。
ま
ず
、
平
田
さ

ん
が
自
転
車
を
買
わ
れ
た
こ
と
。

こ
れ
か
ら
何
度
も
来
る
よ
、
と
。

次
に
、
9
月
中
旬
、
俳
優
の
ジ
ェ

ロ
ー
ム
・
キ
ル
シ
ャ
ー
さ
ん
ら
と

東
京
に
行
っ
た
と
き
、「
早
く
城
崎

に
帰
り
た
い
」と
言
わ
れ
た
こ
と
。

　

俳
優
た
ち
に
辞
令
を
交
付
し
ま

し
た
。「
あ
な
た
は
豊
岡
市
に
滞
在

し
、
温
泉
を
楽
し
み
、
狂
言
を
鑑

賞
し
、
お
寿
司
を
食
べ
、
浴
衣
で

温
泉
街
を
散
策
さ
れ
る
な
ど
、
大

い
に
豊
岡
の
暮
ら
し
を
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。
よ
っ
て
、
あ
な
た
は
、

帰
国
後
も
豊
岡
の
良
さ
を
人
々
に

伝
え
続
け
る
責
務
を
負
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
豊
岡
市
長
は
、

愛
を
込
め
て
あ
な
た
を
豊
岡
市
の

（
駐
フ
ラ
ン
ス
）大
使
に
任
命
い
た

し
ま
す
」

　

豊
岡
生
ま
れ
の「
変
身
」は
、
こ

れ
か
ら
世
界
を
駆
け
巡
り
ま
す
。

6
人
の
フ
ラ
ン
ス
の
友
人
た
ち 84

　
「
玄
さ
ん
元
気
教
室
」は
、
現
在

50
の
区
・
団
体
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

9
月
25
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

で
、
同
教
室
参
加
者
が
一
堂
に
会

す
る
大
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
実
践
報
告
や
モ
デ
ル

地
区
で
の
教
室
実
施
2
年
後
の
血

液
検
査
結
果
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
、

テ
ー
マ
ご
と
に
三
つ
に
分
か
れ
て

行
い
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ「
活
動
に
取
り
入
れ
て

み
て
、
好
評
だ
っ
た
こ
と
。
今
後
、

取
り
入
れ
て
み
た
い
こ
と
」と「
活

動
を
継
続
す
る
た
め
に
行
っ
て
い

る
工
夫
。
今
後
、
取
り
入
れ
て

み
た
い
こ
と
」の
話
し
合
い
で
は
、

ゲ
ー
ム
や
歌
、
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

な
ど
を
入
れ
、
楽
し
く
参
加
で
き

る
よ
う
に
す
る
必
要
性
が
挙
が
り

ま
し
た
。

　
「
来
な
く
な
っ
た
人
が
再
度
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
」の

　

全
国
町
並
み
ゼ
ミ
は
、
歴
史
的

な
集
落
や
町
並
み
で
、
歴
史
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
全
国
の
地
元
団
体
と
特
定

非
営
利
法
人
の
全
国
町
並
み
保
存

連
盟
が
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
本
市
で
開
催
さ
れ

る「
第
38
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
豊

岡
大
会
」の
開
催
に
先
立
ち
、
9

月
27
日
に
プ
レ
ゼ
ミ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
豊
岡
中
心
市
街
地

の
復
興
建
築
群
や
寿
ロ
ー
タ
リ
ー

な
ど
、
歴
史
あ
る
ま
ち
並
み
を
、

説
明
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

ま
た「
と
よ
お
か
景
観
大
賞

2
0
1
4
」の
発
表
や
全
国
町
並

み
ゼ
ミ
の
紹
介
、
豊
岡
中
心
市
街

地
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は「
昭
和

の
豊
岡
を
活
か
す
た
め
に
私
た
ち

の
で
き
る
事
」を
テ
ー
マ
に
、
参

加
者
が
、
ま
ち
並
み
を
歩
い
て
気

が
付
い
た
こ
と
や
、
印
象
に
残
っ

た
こ
と
を
基
に
、
ま
ち
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ

テ
ー
マ
で
は
、
普
段
か
ら
声
を
掛

け
る
、
イ
ベ
ン
ト
で
呼
び
掛
け
る

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

▲熊本大学教授の都竹茂樹さんの
指導で、全員でスクワット▲ワークショップの様子

ア
を
出
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。



10広報とよおか　2014.10.25

第２次行革では、計画額を約５億円上回る成果を上げることができましたが、
個別項目では以下のような課題が明らかになりました。

第２次豊岡市行政改革　計画を上回る成果！
本市は、地方交付税や国・県からの補助金に頼る財政構造となっています。平成28年度から市町

合併による交付税算定の特例措置が段階的に縮小されることなどが要因となり、深刻な財政状況に
陥る見通しです。
これに対応するため、第１次行政改革（行革）に続き、平成22度年から、第２次行革に取り組んできました。
第２次行革（平成22～25年度の４年間）の取組み結果をお知らせします。

≪問合せ≫政策調整課行政改革係☎21－9022

① 効果額の
　 ストック

生み出された効果額の活用指針を設けていなかったため、結果的に必要な歳出
増と相殺され、財政の健全化・スリム化がどこまで達成できたかを明らかにでき
ていませんでした。これからは、歳出総額の抑制を意識した取組みが必要です。

② 人件費の削減

職員数では、第２次定員適正化計画の目標75人を上回る82人を削減しました。
人件費の抑制は今後も大きな課題ですが、必要な行政サービスを安定して維持す
るためには、これ以上職員数を減らすことが困難な状況になってきています。こ
れからは、業務の民間委託や民営化、職員の給与制度の見直しなど、総合的な視
点から人件費の抑制を検討する必要があります。

③ 公共施設の
　 あり方見直し

第２次行革では、公共施設は維持管理経費の節減を重点的に取り組みましたが、
計画どおりに達成することができませんでした。
多くの施設は建築後相当の年数が経過しており、近い将来には大規模改修や改

築の問題に直面します。しかし、本市の財政状況では全ての施設を存続させるこ
とは困難です。今後、市民にとって不可欠な施設として維持すべきか、あるいは
用途変更や統廃合すべきかなどの検討を進める必要があります。

課　題

第２次行政改革による効果額

行政改革項目 累積計画額 累積効果額

定員適正化の見直し 14億8,882万円 14億8,292万円

負担金の見直し 611万円 5,279万円

公共施設の見直し 5,187万円 1,937万円
財政構造改革の推進
　（未利用地の売却） 2億円 5億4,490万円

借入金の繰上償還 5億6,655万円 6億9,034万円
清掃センターにおける効果
　（びん・かん処理の直営化） 3,734万円 6,793万円

※ 第１次行革等の継続効果額 68億6,074万円 68億6,074万円

合　　計 92億1,143万円 97億1,899万円
※第１次行革等の取組みによる効果額のうち、経常的な経費の削減などで、後年度にもその効果が
継続するものについては、毎年同額の効果額があるものとして計上しています。

　効果額は、計画 92億1,143万円 に対して、実績は 97億1,899万円となりました。

計画より約５億円
上回りました。

これらを踏まえ、本市が将来にわたって行政の責務を果たせるよう、引き続き第３次行政改革
に取り組みます。
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平
成
25
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合

わ
せ
た
総
額
で
、
歳
入（
収
入
）が
7
8
0
億
円
、
歳
出（
支
出
）が

7
6
0
億
円
で
し
た
。

ま
た
、
市
の
全
て
の
会
計
を
合
わ
せ
た
市
債（
借
入
金
）残
高
は
、

1
3
2
4
億
円
、
対
前
年
度
比
10
億
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
人

口
減
に
よ
り
市
民
１
人
当
た
り
1
5
3
万
７
千
円
、
対
前
年
度
比

４
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》財
政
課
☎
21
9
0
1
4

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
が

5
1
6
億
円
、
歳
出
が
5
0
5
億

円
で
し
た
。
歳
入
に
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
平
成
26
年
度
に
繰
り
越

し
て
行
わ
れ
る
事
業
の
財
源
2
億

円
が
含
ま
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
差

し
引
き
、
9
億
円
の
黒
字
に
な
り

ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
地

方
交
付
税
が
最
も

多
く
1
9
6
億
円

で
し
た
。
次
い
で

市
民
税
・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車

税
な
ど
の
市
税
が
1
0
1
億
円
、

市
の
借
入
金
で
あ
る
市
債
が
80
億

円
、
特
定
の
事
業
に
対
し
て
国
・

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
国
県
支
出
金

が
67
億
円
と
続
き
ま

す
。歳

出
で
は
、
民
生

費（
社
会
保
障
関
係
の

経
費
）が
最
も
多
く

1
1
0
億
円
で
し
た
。

次
い
で
新
庁
舎
建
設
事

業
に
伴
い
総
務
費
が

95
億
円
、
借
入
金
返
済

に
あ
た
る
公
債
費
が

71
億
円
、
教
育
費
が

62
億
円
と
続
き
ま
す
。

ま
た
、
市
民
1
人

当
た
り
の
歳
出
額
は

58
万
6
千
円
、
納
付
し

て
い
た
だ
い
た
税
金
は

11
万
8
千
円
で
し
た
。

一
般
会
計
の
市
債
残

高
は
、6
3
0
億
円（
対

前
年
度
比
17
億
円
の

増
）と
な
り
、
市
民
1

人
当
た
り
73
万
2
千
円

（
対
前
年
度
比
2
万
7
千
円
の
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

◇
水
道
事
業　

給
水
戸
数
約

3
万
3
千
戸
、
給
水
人
口
約

8
万
6
千
人
で
、
普
及
率
は
ほ

ぼ
1
0
0
％
で
す
。
決
算
は

1
・
7
億
円
の
黒
字
に
な
り
ま

し
た
。

◇
下
水
道
事
業　

普
及
率

約
99
％
、水
洗
化
済
戸
数

約
2
万
9
千
戸
、人
口
約

7
万
8
千
人
で
、水
洗
化
率
は

91
％
ま
で
向
上
し
ま
し
た
。
決

算
は
、
1
・
9
億
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
部
を

主
に
借
入
金
の
返
済
に
充
当
し

た
こ
と
で
、
平
成
26
年
度
に
繰

り
越
す
利
益
剰
余
金
は
1
億
円

と
な
り
ま
し
た
。

◇
農
業
共
済
事
業　

33
万
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
共
済

金
の
支
払
額
は
、
家
畜
共

済
3
7
2
5
万
円
、
そ
ば
共

済
5
5
0
万
円
、
水
稲
共

済
4
6
7
万
円
な
ど
、
総
額

4
8
9
3
万
円
で
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算

公
営
企
業
会
計
の
決
算

決
算
の
概
要
書
は
、
財
政
課
で

配
布
す
る
と
と
も
に
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

区　　分 歳入 歳出 歳入歳出差引
一般会計 515億7079万円 505億666万円 10億6413万円
特別会計 196億3821万円 191億8543万円 4億5278万円
国民健康保険事業（事業勘定） 98億6490万円 96億1438万円 2億5052万円
国民健康保険事業（直診勘定） 9636万円 9302万円 334万円
後期高齢者医療事業 10億38万円 9億8020万円 2018万円
介護保険事業 83億1332万円 81億4405万円 1億6927万円
診療所事業 2億2744万円 2億1803万円 941万円
霊苑事業 1億1470万円 4672万円 6798万円
宅地事業 1787万円 8877万円 ▲7090万円
管理会財産区 324万円 26万円 298万円
企業会計 67億57万円 63億3659万円 3億6398万円
水道事業 21億8065万円 20億889万円 1億7176万円
下水道事業 43億5532万円 41億6277万円 1億9255万円
農業共済事業 1億6460万円 1億6493万円 ▲33万円

合　　　計 779億957万円 760億2868万円 18億8089万円

〈一般会計決算〉

歳　出

総務費

民生費

公債費

教育費

土木費

衛生費

その他

 歳　入
505億666万円515億7079万円

地方
交付税

市税

市債

国県
支出金

その他

黒字

地方公共団体が一定水準の
行政サービスを行えるよう国
から交付されるお金
195億5737万円（37.9%）

市民税、固定資産税、軽自動
車税など
101億3813万円（19.7%）

市の借入金
79億5520万円（15.4%）
特定の事業に対して国・県か
ら交付されるお金
67億370万円（13.0%）

譲与税・交付金、使用料及び
手数料、繰越金、基金繰入、
雑収入など
72億1639万円（14.0%）

高齢者福祉、障害者福祉、
児童福祉など
109億6783万円（21.7%）

新庁舎建設、市役所管理
費、環境政策など
95億3759万円（18.9%）

借入金の返済費
70億5002万円（14.0%）

学校教育・社会教育・文化
振興など
61億5066万円（12.2%）
道路・河川整備、都市計画、
公営住宅など
53億9590万円（10.7%）
健康診査、ごみ処理など
47億1561万円（9.3%）

農林水産業費、商工費、消
防費など
66億8905万円（13.2%）

平
成
25
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

〈会計別決算額一覧〉
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人事行政の公正性と透明性を高めるため、市の職員数や給与の状況を公表します。
人事関係では職員数や休暇、福利厚生などの状況について、給与関係では普通会計（水道・下水
道事業などの特別会計を除く）に属する職員の給与と各種手当の状況をお知らせします。
なお、詳細は市ホームページをご覧ください。　　　　　　　　　　 《問合せ》職員課☎23–1326

１　職員の任免および職員数 
⑴採用と退職 （平成25年度）

身分上の職名 採　用 退　職

行政職員 13人 34人

消防吏員 ６人 ５人

教　　員 ３人 ０人

技能職員 ０人 ２人

労務職員 ０人 ０人

合　　計 22人 41人

⑵昇任と降任 （平成25年度）

昇　任 降　任

107人 ０人

⑶部門別職員数 （平成26年４月１日現在）
部　門 職員数 対前年増減数
一般管理 514人 △12人
特別行政 278人 △３人

公営企業等会計  90人 △５人
合　計 882人 △20人

※地方公共団体定員管理調査による職員数で、教育長を含み、
退職派遣者は含みません。

※対前年増減数は平成25年４月１日現在からの増減数です。

⑷定員管理適正化計画の年次別推進状況の概要
人数（進渉率） 17～27年度の

数値目標 27年度17年度 26年度

1,075人 882人
（91.5％） △211人 864人

※⑶部門別職員数の状況と比較した場合、教育長は含まず、退職
派遣者を含みます。

※平成22年度に第２次行政改革大綱に基づき第２次定員適正化計
画を策定しています。

２　職員の給与等 

豊岡市職員の人事や給与を
お知らせします

⑴人件費（普通会計決算） （平成25年度）
歳出額（A） 50,584,294千円
人件費（B） 7,900,690千円

人件費率（B/A） 15.6％
※人件費には、市長などの給与、議員、各種委員会委員に支
給される報酬などを含みます。

⑵職員給与費（普通会計決算） （平成25年度）
職員数（A） 806人

給与費

給　料 2,804,308千円
職員手当 572,780千円

期末・勤勉手当 1,010,115千円
計（B） 4,387,203千円

１人当たり給与費B/A 5,443千円
※給料には、市長などの給料、議員、各種委員会委員に支給
される報酬等を含みません。
※職員手当には、退職手当を含みません。
※職員数は、平成25年4月1日現在の人数です。

⑶職員の平均給料月額および平均年齢　（平成26年４月１日現在）
区　　分 豊岡市 国

一般行政職 給料月額 333,300円 335,000円
年齢 45.3歳 43.5歳

技能労務職 給料月額 311,800円 287,992円
年齢 49.3歳 50.1歳

※一般行政職とは、行政職員（事務・技術）であり、技能労務
職とは、自動車運転手、用務員などをいいます。

⑷ラスパイレス指数
区　分 25年4月1日 25年7月1日
一般行政職 102.9（95.1） 99.8（92.2）
技能労務職 115.7（109.8） 112.4（106.6）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とし
たときの本市職員の給与水準を算定した指数です。（　）は国
家公務員の時限的な給与改定特例法による措置がないとし
た場合の値です。

⑸職員の初任給 （平成26年４月１日現在）
区　　分 豊岡市 国

一　般
行政職

大学卒 178,800円 172,200円
高校卒 144,500円 140,100円

技能職 高校卒 141,900円 137,200円
中学卒 15歳～17歳は基準なし 129,200円

労務職 高校卒 137,200円 －
中学卒 125,400円 －

⑹職員の経験年数別、学歴別平均給料月額
 （平成26年４月１日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 265,700円 302,500円 330,300円
高校卒 212,700円 265,700円 302,500円

技　能
労務職

高校卒 197,800円 234,800円 275,300円
中学卒 176,700円 217,400円 256,600円

※経験年数は、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している
場合の年数です。
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３　職員の勤務時間その他勤務条件 

⑺職員手当
ア扶養手当・住居手当・通勤手当 （平成26年４月１日現在）

区　分 主な内容 国の制度
との異同

異なるときの
内容

扶養手当

下記の者で他に生計の途がなく職員の扶養を受けている者
　①配偶者（月額13,000円）
　②a　満22歳以下の子および孫　
　　b　満60歳以上の父母、祖父母　
　　c　満22歳以下の弟妹 
※月額6,500円で、満16歳から満22歳までの子は１人につき5,000円加算
※職員に配偶者がない場合は、その内１人は月額11,000円

同じ －

住居手当 自ら居住する住宅の家賃を支払う者　月額27,000円まで 同じ －

通勤手当
通勤距離２km以上の者
　a　交通機関の利用者（月額55,000円まで）
　b　交通用具の利用者（月額1,600円から32,000円まで）

一部異なる
交通用具の利用者
について、距離区
分および手当額

イ退職手当
①支給率 （平成26年４月１日現在）

区分 豊岡市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21.62カ月分 27.025カ月分

同じ勤続25年 30.82カ月分 36.570カ月分
勤続35年 43.70カ月分 52.440カ月分
最高限度 52.44月分

②その他の加算措置
豊岡市 国
定年前早期退職（２％～20％加算）

③１人当たり平均支給額
豊岡市 22,456千円

※平成25年度に退職した職員の平均額です。
ウ地域手当
　非支給地であり、手当はありません。

⑴基本的な勤務時間
職員の勤務時間は、１日７時間45分、１週間38時間45分です。 （平成26年４月１日現在）

区分 勤務時間 休憩時間
一般の職員 午前８時30分～午後５時15分 正午～午後１時

４　職員の分限および懲戒処分 
⑴分限処分  （平成25年度）
種類 降任 免職 休職 降給

処分件数 ０件 ０件 15件 ０件
※公務能率の維持などを目的とした不利益処分

⑵懲戒処分 （平成25年度）
種類 戒告 減給 停職 免職

処分件数 ０件 ０件 １件 ０件
※非違行為に対する職場の秩序を維持･回復などを目的とした不利
益処分

５　職員の研修および勤務成績の評定 
⑴研修 （平成25年度）

種　別 受講者数
派遣研修 273人
内部研修 586人
自主研修  24人

他団体等派遣研修  　3人

６　職員の福利厚生 （平成25年度）

区　分 内　　容
健康管理 　定期健康診断、成人病検診などの健康診断・検査。破傷風、B型肝炎の予防接種。

メンタルヘルス研修・カウンセリング
共済制度 　兵庫県市町村職員共済組合または公立学校共済組合による実施
互助会制度 　兵庫県市町職員互助会または兵庫県学校厚生会による実施

⑵休暇 
　年次有給休暇、病気休暇、介護休暇、組合休暇、特別休暇（結婚休暇、妊娠中のつわり休暇、妊娠中また
は出産後の通院休暇、分べん休暇、配偶者出産休暇、男性職員の育児参加休暇、忌引休暇、夏季休暇、その他）

⑵勤務成績の評定
　適切な人事管理を行うとともに、職員の意欲向上
など人材育成を目的として、勤務評定を実施してい
ます。また、適正かつ公平な勤務評定を行うため、
勤務評定者を対象に研修を実施しています。

７　職員の競争試験および選考 （平成25年度）

職　種 受験者数 採用者数
一般事務職 118人 ※  10人
文化財専門員 　9人 　1人
土木技術職 　8人 　3人
看護師 　4人 　1人

保育士･幼稚園教諭  25人 　2人
消防職  35人 　4人

※ 辞退者１人含む

８　公平委員会の報告事項 
⑴勤務条件に関する措置要求（平成25年度）
　措置要求、処理などなし

⑵不利益処分に関する不服申立て（平成25年度）
　不服申立て、処理などなし
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市
民
の
皆
さ
ん
に
、
市
は
何
を

考
え
、
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
一

緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

「
市
民
と
市
長
の
座
談
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

座
談
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
実
施
概
要

○
期
間　

4
月
11
日
〜
7
月
31
日

○
会
場　

地
区
公
民
館
単
位
の
29

会
場

○
内
容　

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
紹

介（
市
長
）、
意
見
交
換

○
参
加
者
数　

1
1
8
7
人（
男

1
0
6
3
人
、
女
1
2
4
人
）

○
発
言
者
数　

1
6
5
人（
男

1
5
5
人
、
女
10
人
）

○
提
言
用
紙
に
よ
る
意
見　

1
8
3
枚（
1
8
3
人
）

※会議録と意見・
提言への回答は
市ホームページ
に掲載

種別 内容（項目）
１ 防災 自主防災組織のあり方、避難場所の追加設置・避難路改修、内水対策
２ 消防 消防団員の確保、防火水槽の増設、サイレンの継続
３ 安全 防犯灯設置補助の拡大、信号機の設置
４ 健康 歩いて暮らせるまちづくりの推進、ジョギングコース等の整備、玄さん元気教室の普及
５ 高齢者の生きがい グラウンドゴルフ場の整備、老人大学の拡充
６ 介護 介護保険施設等の整備、認知症対策、給食サービスの充実
７ 環境 川の再生、海岸漂着ごみの処理
８ 観光 観光客一極集中の拡散、観光資源の活用
９ 農林業 有害獣駆除・処理施設整備、農業後継者の育成、植生の保護
10 商工業 中心市街地の活性化、空き店舗対策、若手職人の育成
11 道路 高規格道路の整備状況・インターチェンジの名称、一般道の改修、歩道・自転車道整備、除雪、消雪
12 交通 コバス・イナカーの拡充
13 若者の定住 就労場所の確保、ＵＩターンの促進、婚活の推進
14 空き家 空き家の活用、危険家屋の撤去
15 子育て 安心して子育てができる施策の充実、認定こども園の整備
16 教育 バス通学の拡大、小学校の統廃合、人権教育の充実、中学校のエアコン設置
17 文化財 地区管理文化財への支援
18 コミュニティ コミュニティセンターの運営方法・役割分担等、地区公民館の改修（エアコン等）
19 その他 市ＰＲビデオの貸与、施設利用料の減免

《主な意見・提言》

市
民
と
市
長
の
座
談
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

〜
市
民
と
行
政
は
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
〜

　｢対話と共感｣の市政を推進するため、中貝市長が市のまち
づくりを語り、市民の思いを聴く座談会を開催しました。

《問合せ》秘書広報課☎23－1114
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もったいない川柳応募作品紹介（氏名またはペンネーム・敬称略）

わたしに合った運動方法が知りたい！
～ウェルストーク豊岡で行う「体力測定・運動相談」～
　「運動をしたいけど何をすればいいか分からない」「自分に合った運動
が分からない」という方にお勧めの「体力測定・運動相談」を紹介します。
　市では、ウェルストーク豊岡に委託し、体力測定と体組成測定（ボディースキャン）により、自宅
で取り組める「自分に合った運動メニュー」を提案・指導します。体脂肪率や筋肉量が気になる方も、
ぜひ、利用してください。この機会に、自分だけの健康づくり法を見つけてみませんか。

どんなことをするの？
・簡単に行える体力測定（４種目）
※全身の筋力、バランス、俊敏性、
　柔軟性を評価します。
・体組成測定（ボディースキャン）
※体を構成する組織を測定します。
・専門のスタッフによる運動相談
※自宅で取り組める運動を提案・
指導します。

体組成って何？
　体組成とは、筋肉や脂肪、骨、水
分等の体を構成する組織です。体組
成測定では、専用の測定器で電気の
通電性を利用した方法で測定するた
め、手軽に安全に体の組成分を測定できます。
　高性能体組成計を使用するため、左右の手足別
に値が分かり、８段階の評価で確認できます。
　自身の体の現状を確認し、今後の生活の見直し
や運動を行うためのきっかけにしてください。

地域に出張して体力測定・運動相談を実施しています！
　より多くの方が体験できるよう、ウェルストー
ク豊岡を飛び出し、地域でも実施しています。イ
ベント等で見掛けたら、ぜひ、体験してください。
※出張版は、実施内容を多少変更します。

【年内の開催】
◇日　に　ち　11月２日（日）、12月７日（日）
◇時　　間　午前10時～午後８時
◇場　　所　ウェルストーク豊岡（立野町）
◇対　　象　20歳以上の市民
◇定　　員　先着50人
◇参　加　費　無料
◇申込方法　事前に電話で申し込んでください。
◇申込み・問合せ　ウェルストーク豊岡☎24－0582



「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」が 

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
☎
22

－

4
4
5
2
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時　期 幼稚園・認定こども園
（短時間児）

保育所・認定こども園
（長時間児）

26年11月10日
～12月１日 幼稚園に利用申込み

入園申込書（２・３号認定
申請を兼ねる）を提出

↓ ↓

12月 入園の内定 ２・３号認定証を交付

↓ ↓

27年１月 １号認定申請書提出（園経
由）

保護者の就労状況等を確認
（面接）

↓

１号認定証を交付

↓

↓

入園希望先との利用調整

↓

２月 利用（入園）決定 利用する施設等の決定

　
就
学
前
の
教
育
・
保
育
の
充
実

と
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
27
年

4
月
か
ら「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
制
度
は
、
全
て
の
子
育
て
家

庭
を
支
援
す
る
仕
組
み
で
、
市
町

村
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ま
す
。

■
新
制
度
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

○
新
し
い
給
付
制
度
の
創
設

　

就
学
前
の
子
ど
も
の
教
育
・
保

育
を
保
障
す
る
た
め「
給
付
制
度
」

が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

給
付
対
象
と
な
る
幼
稚
園
・
保

育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
、
市
町
村

が
認
可
し
た
地
域
型
保
育（
小
規

模
保
育
等
）の
施
設
な
ど
を
利
用

し
た
場
合
は
、
市
か
ら
施
設
な
ど

に
対
し
て
教
育
・
保
育
を
提
供
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を

給
付
費
と
し
て
支
払
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。

※
地
域
型
保
育
と
は
、
利
用
対
象

が
0
〜
2
歳
児
の
少
人
数（
定

員
19
人
以
下
）の
保
育
事
業

○
保
育
の
必
要
性
の
認
定

　

子
ど
も
の
年
齢
や
保
護
者
の
就

労
状
況
な
ど
に
よ
り
、
1
〜
3
号

の
認
定
区
分
が
あ
り
、
市
か
ら
認

定
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

認
定
区
分
に
よ
り
利
用
す
る
施

設
が
異
な
り
ま
す
。

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
就
労
時
間
に

よ
り
、
保
育
の
利
用
時
間
は
、
8

時
間
と
最
長
11
時
間
の
2
通
り
に

な
り
ま
す
。

○
地
域
の
子
育
て
支
援
の
充
実

　

子
ど
も
や
家
庭
に
合
っ
た「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
」の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
、
実
施
し
て
い

な
い
事
業（
※
印
）を
含
め
、
次
の

よ
う
な
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

妊
婦
検
診
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪

問
、
延
長
保
育
、
病
児
・
病
後

児
保
育
、
一
時
預
か
り
保
育
、

地
域
子
育
て
支
援

拠
点
事
業
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
、

（
※
）利
用
者
支
援

事
業
、（
※
）フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど

○
保
育
料

　

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
公

立
幼
稚
園
の
保
育
料
は
、
国
の
基

準
を
基
に
、
保
護
者
の
所
得（
市

民
税
の
額
）に
応
じ
て
市
が
定
め

た
額
と
な
り
ま
す（
平
成
27
年
3

月
ご
ろ
に
決
定
し
ま
す
）。

　

な
お
、
私
立
の
認
定
こ
ど
も

園
・
幼
稚
園
の
保
育
料
は
、
市
が

定
め
た
保
育
料
の
額
を
基
に
各
園

で
決
定
し
ま
す
が
、
教
育
・
保
育

　

2
・
3
号
認
定
を
受
け
る
場
合

は
、
保
護
者
が
就
労
し
て
い
る
な

ど
保
育
の
必
要
な
事
由
に
該
当
す

の
質
の
向
上
の
た
め
に
入
園
料
お

よ
び
保
育
料
に
上
乗
せ
し
て
徴
収

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
豊
岡
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画

　

市
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
を
計
画
的
に
進
め
る
た

め
、
平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま

で
の
5
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

「
豊
岡
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」を
本
年
度
策
定
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
子
育
て
世
帯
を

対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
後
、
有
識
者

や
保
護
者
、
地
域
、
関
係
機
関

の
代
表
者
な
ど
で
構
成
す
る「
豊

岡
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」で
、

審
議
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
や
地
域
の
実
情
を
反
映
し
た
計

画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

子どもの年齢 保育の必要がない場合
（在宅での保育が可能）

保育の必要がある場合
（保護者の就労などの事由に
より家庭で保育できない）

０～２歳 － ３号認定（保育）
３～５歳 １号認定（教育） ２号認定（保育）

《利用できる施設》
１号認定…幼稚園、認定こども園（短時間児）
２・３号認定…保育所、認定こども園（長時間児）、地域型保育（※平成

27年度の地域型保育事業の認可は、現時点では予定し
ていません）

※３歳児の１号認定は「こうのとり認定こども園」利用のみです。

○保育所・幼稚園・認定こども園の利用手続き(平成27年度利用)
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平
成
27
年
度
の
市
立
幼
稚
園
入

園
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象　

平
成
21
年
4
月
2
日
〜

平
成
23
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
市
内（
園
区
）に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
児
童

▽
申
込
方
法　

11
月
上
旬
に
各
家

庭
へ
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を

持
参
の
上
、
各
幼
稚
園
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
特
別
の
事
情
で
、
指
定
園
の
変

更
を
希
望
す
る
方
、
転
入
・
転

居
予
定
の
方
は
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

11
月
10
日（
月
）〜

12
月
1
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

※
保
育
の
都
合
上
、
午
後
2
時
か

ら
の
申
込
受
付
と
な
り
ま
す
。

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

－
4
4
5
2
ま
た

は
各
市
立
幼
稚
園

入
園
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

産
前
・
産
後
、
育
児
休
業
復
帰
な

ど
で
、
年
度
途
中
に
入
園
を
希
望

す
る
方
も
、
こ
の
機
会
に
必
ず
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

児
童
で
あ
れ
ば
、
ど
の
地
域
の
保
育

園
で
も
申
し
込
め
ま
す
が
、
森
本

へ
き
地
保
育
園
は
竹
野
南
小
学
校

区
在
住
の
児
童
の
み
が
対
象
で
す
。

※
平
成
27
年
3
月
に
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

保
育
園
が
開
園
す
る
予
定
で
す
。

▽
対
象　

保
護
者
の
労
働
や
病
気

な
ど
で
、
保
育
園
で
の
保
育
が

必
要
な
就
学
前
の
児
童（
出
生

前
の
児
童
を
含
む
）

▽
申
込
方
法　

こ
ど
も
育
成
課
、

各
支
所
、
市
内
各
保
育
園
で
配

布
す
る
申
込
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
い
ず
れ
か
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

11
月
10
日（
月
）〜

12
月
1
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▽
入
所
内
定　

平
成
27
年
1
月
中

旬
に
面
接
、
2
月
中
旬
に
入
所

内
定
予
定

※
新
規
申
込
者
が
多
数
の
場
合
、

入
園
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

施
設
で
す
。

※
平
成
27
年
4
月
に「
お
も
し
ろ

た
の
し　

み
え
こ
ど
も
園
」「
み

か
た
の
森
こ
ど
も
園
」「
き
よ
た

き
こ
ど
も
園
」が
開
園
す
る
予

定
で
す
。

▽
対
象

①
長
時
間
児（
保
育
園
児
）　

保
育

園
の
対
象
児
童
と
同
じ

②
短
時
間
児（
幼
稚
園
児
）　

原
則
、

園
区
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
入
園
対
象
年
齢
に
該
当
す
る

児
童

▽
申
込
方
法

①
長
時
間
児　

こ
ど
も
育
成
課
、

各
支
所
、
市
内
各
保
育
園
、
市

内
各
認
定
こ
ど
も
園
で
配
布
す

る
申
込
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
希
望
の
園
に
申
し
込

平
成
27
年
度
　
幼
稚
園
・
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
児
募
集

市
立
幼
稚
園

保
育
園

認
定
こ
ど
も
園

　

平
成
27
年
4
月
か
ら
の
保
育
園

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

－

4
4
5
2
ま
た

は
各
保
育
園

　

平
成
27
年
4
月
か
ら
の
認
定
こ
ど

も
園
入
園
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と

保
育
園
の
役
割
を
併
せ
持
ち
、
小

学
校
就
学
前
の
児
童
に
対
す
る
保

育
や
教
育
、
保
護
者
に
対
す
る
子

育
て
支
援
を
総
合
的
に
提
供
す
る

み
く
だ
さ
い
。

②
短
時
間
児　

11
月
上
旬
に
各
家

庭
へ
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を

持
参
の
上
、
各
園
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

11
月
10
日（
月
）〜

12
月
1
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

※
こ
う
の
と
り
認
定
こ
ど
も
園
の

短
時
間
児
の
入
園
対
象
・
申
込

方
法
・
申
込
期
間
は
、
上
記
内

容
と
は
異
な
り
ま
す
。
直
接
、

園
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

（
長
時
間
児
は
上
記
内
容
に
準

じ
ま
す
）。

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

－

4
4
5
2
ま
た

は
各
認
定
こ
ど
も
園

地域 保　育　所　名 対象年齢

豊岡

〔市立〕西保育園
〔私立〕豊陵保育園 ６カ月～就学前児童

〔私立〕チャイルドハウス保育園 ３カ月～就学前児童
〔私立〕テラスハウス保育園 ３カ月～２歳児
〔私立〕アートチャイルドケア豊岡

こうのとり保育園 ２カ月～就学前児童

竹野〔市立〕森本へき地保育園 ３歳児～就学前児童

日高〔私立〕八代・蓼川・蓼川第二・静修保育園 ６カ月～就学前児童

出石〔私立〕出石愛育園・小坂保育園 ４カ月～就学前児童

認定こども園名
対象

長時間児
（保育園児）

短時間児
（幼稚園児）

市
立

八条認定こども園
６カ月～
就学前児
童

４･５歳児

港認定こども園

竹野認定こども園

合橋認定こども園

高橋認定こども園 11カ月～
就学前児
童資母認定こども園

私
立

城崎こども園
６カ月～
就学前児
童

こくふこども園

みかたの森こども園

きよたきこども園

おもしろたのし
みえこども園 ３カ月～

就学前児
童こうのとり認定

こども園
３～５歳
児
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保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、

放
課
後
留
守
家
庭
児
童
の
健
全
な

育
成
と
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

1
年
を
通
し
て
利
用
を
希
望
す

る
方
が
対
象
で
す
。
定
員
に
余
裕

が
あ
る
場
合
は
、
幼
稚
園
児
も
利

用
で
き
ま
す
。

　

育
児
休
業
復
帰
や
仕
事
を
始
め

る
予
定
の
方
な
ど
で
、
年
度
途
中

か
ら
の
利
用
を
希
望
す
る
方
も
下

記
の
期
間
中
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

詳
細
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
や
申

込
用
紙
な
ど
は
、
こ
ど
も
育
成
課
、

各
支
所
、
お
よ
び
各
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
置
い
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
の
小
学
校
に
就
学

平
成
27
年
度 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
所
者
募
集

す
る
放
課
後
留
守
家
庭
児
童
。

受
け
入
れ
に
余
裕
が
あ
る
場
合

は
、
幼
稚
園
児（
認
定
こ
ど
も

園
の
幼
稚
園
児
と
平
成
24
年
度

以
降
、
2
年
制
保
育
と
な
っ
た

幼
稚
園
の
4
歳
児
は
除
く
）

▽
利
用
時
間　

小
学
校
の
下
校
時

か
ら
午
後
6
時
30
分
ま
で

※
幼
稚
園
児
は
、
午
後
4
時
ま
で

▽
申
込
期
間　

11
月
10
日（
月
）〜

12
月
1
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

　

☎
29

－

0
0
5
3

名　称 開設場所（予定）
豊岡放課後児童クラブ 豊岡めぐみ幼稚園
豊岡第２放課後児童クラブ 豊岡ひかり幼稚園

八条放課後児童クラブ
八条放課後児童ク
ラブ（旧自動車教
習所敷地内）

八条第２放課後児童クラブ 八条小学校
三江放課後児童クラブ 三江幼稚園
五荘放課後児童クラブ 五荘奈佐幼稚園
五荘第２放課後児童クラブ 旧五荘公民館
田鶴野放課後児童クラブ 田鶴野小学校
新田放課後児童クラブ 新田幼稚園
中筋放課後児童クラブ 中筋小学校
奈佐放課後児童クラブ 奈佐小学校
港東放課後児童クラブ 旧港西幼稚園
港西放課後児童クラブ 旧港西幼稚園
神美放課後児童クラブ 神美幼稚園
城崎放課後児童クラブ 城崎こども園

名　称 開設場所（予定）
竹野放課後児童クラブ 竹野小学校
中竹野放課後児童クラブ 中竹野ふるさと館
府中放課後児童クラブ 府中小学校

日高放課後児童クラブ 日高小学校

日高第２放課後児童クラブ 日高幼稚園
静修放課後児童クラブ 静修小学校
三方放課後児童クラブ 三方小学校
弘道放課後児童クラブ 出石幼稚園
福住放課後児童クラブ 福住幼稚園
寺坂放課後児童クラブ 寺坂幼稚園
小坂放課後児童クラブ 小坂幼稚園
小野放課後児童クラブ 小野幼稚園
合橋放課後児童クラブ 合橋小学校
高橋放課後児童クラブ 高橋小学校
資母放課後児童クラブ 旧資母幼稚園

※ただし、利用希望児童数により開設できない場合があります。

〈放課後児童クラブ一覧〉

◇日時　11月16日（日）午前10時～午後２時
◇場所　豊岡稽古堂１階
◇内容　市民エコポイント10ポイントで１回抽選で

きます。
【主な商品名】
１泊２日ペア宿泊券、木製ジャケット用ハンガー、
マイクロファイバータオル、オーガニックコットン
バッグ、城崎マリンワールドペア入園券、伊賀焼直
火炊飯土鍋、コエンザイムＱ10、出石皿そば半生
麺、コウノトリコーちゃんのミニカステラ、城崎ビ
ネガー詰合せ、Pot苗、豊岡ええまん、誕生の塩、ソー
ラーラジオライト手回し充電、コメサボン、野菜セッ
ト、二方蒲鉾詰め合わせ、ＬＥＤどれでもライト、
コウノトリ育むお米、兵庫豊岡こうのとりのお米、

　市では、環境行動の成果が形となって表れ、実感できる仕組み「豊岡エコポイント」を実施しています。抽
選会や賞品などの情報をシリーズでお知らせします。

《問合せ》エコバレー推進課☎23－4480
こうのとり生姜
商品、刈草土壌改
良剤、ランチバイ
キングペアお食
事券、コウノトリ
のクッキング米
粉、城崎スイーツ
co・co・ro、バー
ベキュー用白炭、生

き

もと吟醸純米・トイレットペー
パー「兵庫の紙」、特急バス往復乗車券、コウノトリ
のゆめ、プチギフト、地場産品詰め合わせ、エコバッ
グ、市内温泉施設無料入浴券など多数

抽選会は、今回と平成27年３月22日のあと２回です。
現在お持ちのポイント券は、この２回の抽選会が終
わると使用できません。

第７回市民エコポイント抽選会
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子
ど
も
の
発
達
を
知
り
、
子
ど
も
を
支
え
る

⑦
子
ど
も
の
発
語
の
発
達

「
わ
ん
わ
ん
よ
、わ
ん
わ
ん
！
」「
こ

れ
な
あ
に
？
言
っ
て
ご
ら
ん
」と

迫
っ
て
も
嫌
が
る
だ
け
で
す
。
朝

は「
お
は
よ
う
」、
ご
飯
の
と
き
は

「
お
い
し
い
ね
」、
着
替
え
の
と
き

は「
は
い
、
パ
ン
ツ
は
き
ま
す
よ
」

な
ど
、
自
然
に
楽
し
く
話
し
掛
け

る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
指
差
し
や

「
あ
ー
」と
発
声
で
何
か
を
伝
え
よ

う
と
し
た
際
に
は
、「
○
○
だ
ね
」

な
ど
と
代
弁
す
る
の
も
お
勧
め
で

す
。

◎
発
語
の
洗
練
期

　

子
ど
も
と
一
緒
に
た
く
さ
ん
遊

び
、
た
く
さ
ん
話
し
ま
し
ょ
う
。

発
語
が
遅
れ
て
い
る
と
思
う
場
合
、

発
語
の
こ
と
だ
け
に
目
を
向
け
る

の
で
は
な
く
、
全
体
的
な
発
達
に

目
を
向
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
○
○
は
良
い
力
を
持
っ
て
い

る
！
で
も
、
□
□
は
伸
び
悩
ん
で

い
る
か
な
？
」と
子
ど
も
の
状
態

を
見
て
、
伸
び
悩
み
に
合
わ
せ
、

子
ど
も
の
発
達
を
応
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
発
達
の
ど

こ
を
ど
の
よ
う
に
応
援
す
れ
ば
よ

い
か
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う

方
は
、ぜ
ひ
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
母
子
保

健
係
☎
24

－

1
1
2
7

　

乳
幼
児
期
は
、
一
生
の
う
ち
で

最
も
発
達
が
盛
ん
な
時
期
で
、
子

ど
も
は
日
々
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
変
化
の
激
し
い
時
期
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
の
時
々
の
発
達
を
的

確
に
捉
え
関
わ
り
ま
し
ょ
う
。

■
こ
と
ば

　

人
が
育
ん
で
き
た
社
会
性
の
集

大
成
の
一
つ
が「
こ
と
ば
」で
す
。

　

相
手
の
こ
と
を
よ
り
正
確
に
知

り
、
自
分
の
こ
と
を
相
手
に
よ
く

分
か
っ
て
も
ら
う
上
で
、
こ
と
ば

は
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

■
発
語
の
育
ち

　

発
語
は
、
社
会
性
の
集
大
成
の

一
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
発
達
の

集
大
成
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
と
ば

を
言
え
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
発
達
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
聴
く
力
、
見
る
力
、

覚
え
る
力
、
口
を
上
手
に
使
っ
て

音
を
作
る
力
、
ま
ね
す
る
力
、
こ

と
ば
を
理
解
す
る
力
、
相
手
に
気

持
ち
を
伝
え
た
い
意
欲
な
ど
で
す
。

　

ど
こ
か
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
、

発
語
の
育
ち
の
ブ
レ
ー
キ
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
期
の
発
達

■
発
語
の
育
ち
の
過
程

◎
発
語
の
芽
生
え
期

・
3
カ
月
ご
ろ
：
い
ろ
い
ろ
な
泣

き
声
を
す
る
。

・
6
カ
月
ご
ろ
：
人
に
向
か
っ
て

声
を
出
す
。
要
求
が
あ
る
と
き

に
声
を
出
し
て
注
意
を
引
こ
う

と
す
る
。

・
1
歳
ご
ろ
：「
バ
ー
バ
ー
」な
ど

の
音
を
ま
ね
て
そ
の
ま
ま
言
う
。

・
1
歳
6
カ
月
ご
ろ
：
動
物
を
見

て「
わ
ん
わ
ん（
イ
ヌ
）」と
言
う
。

◎
発
語
の
洗
練
期

・
2
歳
ご
ろ
：「
ぶ
ー
、
ち
ょ
う

だ
い
」な
ど
２
語
文
を
言
う
。

・
3
歳
ご
ろ
：
同
年
代
の
子
と
簡

単
な
会
話
を
す
る
。

・
4
歳
ご
ろ
：
昨
日
の
こ
と
を
話
す
。

・
5
歳
ご
ろ
：
し
り
と
り
遊
び
を

す
る
。

■
発
達
に
合
っ
た
関
わ
り

◎
発
語
の
芽
生
え
期

　

い
ろ
い
ろ
な
力
を
育
み
、
発
語

の
基
礎
を
固
め
る
時
期
で
す
。　

　
「
遊
び
は
発
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

で
す
。
一
緒
に
親
子
運
動
遊
び
を

し
た
り
、
散
歩
に
出
掛
け
る
な
ど
、

し
っ
か
り
遊
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

話
す
時
期
が
来
て
い
な
い
子
に

　

冬
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
今

シ
ー
ズ
ン
の
積
雪
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　

鳥
獣
害
対
策

員
と
し
て
は
、

近
年
雪
が
少
な

か
っ
た
せ
い
か
、

イ
ノ
シ
シ
の
数

が
増
え
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
狩
猟
期
間
中

に
、
狩
猟
者
が
よ
り
多
く
捕
獲
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

○
狩
猟
期
間
中
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
に
気
を
付
け
る
こ
と

　

狩
猟
期
間
は
11
月
15
日
か
ら
始

ま
り
、
シ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い

て
は
平
成
27
年
3
月
15
日
ま
で
で

す（
そ
の
他
の
狩
猟
鳥
獣
は
２
月

15
日
ま
で
）。
期
間
中
、
市
外
か

　市では、鳥獣害対策を強化しています。
このシリーズでは、市が実施している鳥
獣害対策や、知っていると役に立つ情報
などを、市の鳥獣害対策員が紹介します。
《問合せ》農林水産課☎23－1127

ら
も
多
く
の
狩

猟
者
が
訪
れ
ま

す
。

　

未
然
に
狩
猟

に
伴
う
事
故
を

防
ぐ
た
め
に
次

の
こ
と
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

・
山
や
、
池
な
ど
の
カ
モ
が
来
る

水
場
に
近
づ
く
と
き
は
、
赤
や

蛍
光
色
な
ど
目
立
つ
服
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。

・
ラ
ジ
オ
や
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
鳴
ら
す
な
ど
し
、
周
り
の
狩

猟
者
や
危
険
な
動
物（
イ
ノ
シ

シ
な
ど
）に
自
身
の
存
在
を
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

・
鉄
砲
の
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
少

し
遠
く
で
も
、
場
合
に
よ
っ
て

は
動
物
が
飛
び
出
し
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
山
際
を
行
く

と
き
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
狩
猟
に
関
す
る
マ
ナ
ー
違
反
や

目
に
余
る
行
為
を
目
撃
し
た
と

き
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
市

役
所
、
県
農
林
水
産
振
興
事
務

所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
9
月
の
シ
カ
捕
獲
頭
数

　

主
に
豊
岡
・
日
高
・
出
石
・
但

東
地
域
で
、
シ
カ
捕
獲
専
任
班
を

含
め
、
銃
に
よ
る
捕
獲
を
実
施
し

ま
し
た
。
罠
と
合
わ
せ
て
、
市
内

で
4
2
5
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

こちら鳥獣害対策員です！④
～狩猟期間中の事故防止～
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■
活
動
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な

変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
？

　

地
域
で
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ

て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら「
お
互

い
を
気
に
し
合
う

こ
と
の
大
切
さ
に

気
が
付
い
た
」「
隣

同
士
が
、
声
を
掛

け
合
え
る
関
係
を

作
っ
て
い
き
た

い
」な
ど
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

■
見
守
り
事
業
と
の連

携
に
つ
い
て

　

普
段
の
生
活
の
中
で
、
変
わ
っ

た
こ
と
が
な
い
か
気
に
掛
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
身
の
回
り
の

こ
と
を
一
人
で
で
き
て
い
た
方
が
、

体
調
不
良
を
訴
え
ら
れ
た
場
合
、

ち
ょ
っ
と
心
配
だ
な
と
思
う
と
き

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

連
絡
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
黄
色
い
リ
ボ
ン
の
活
動

を
区
の
一
部
だ
け
で
な
く
、
少
し

ず
つ
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
高
年
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

2
4
0
9

　

見
守
り
事
業
に
取
り
組
む
協
力

機
関
・
事
業
所
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
城
崎
地
域（
元
薬
師
区
担
当
）　 

天
野
名な

雄お

民
生
委
員

■
黄
色
い
リ
ボ
ン
の

活
動
を
し
て
い
ま
す

　

元
薬
師
区
の
市
営
住
宅
で
は
、

住
民
の
異
変
に
早
く
気
付
く
た
め
、

「
朝
起
き
る
と
、
玄
関
先
に
黄
色

い
リ
ボ
ン
を
出

し
て
、
夜
に
し

ま
う
」取
組
み

を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
取
組
み

の
始
ま
り
は
、

昨
年
、
一
人
暮

ら
し
の
方
が
自

宅
で
急
に
亡
く

な
っ
た
こ
と
で
、

地
域
で
問
題
意

識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
①
区
長
②

民
生
委
員
③
福
祉
委
員
④
サ
ロ
ン

代
表
者
⑤
民
生
協
力
委
員
⑥
社
協

－

で
話
し
合
い『
住
民
同
士
が
つ

な
が
り
、
助
け
合
え
る
取
組
み

が
で
き
な
い
か
』と
い
う
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

と
よ
お
か
ホ
ッ
と
見
守
り
隊
　
7

　
協
力
事
業
者
紹
介
③（
民
生
委
員
）

　

美
し
く
あ
り
た
い
と
の
願
い
が
、

簡
単
に
か
な
う
か
の
よ
う
な
美
容

医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
広
告
を
よ
く

目
に
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
広
告
の
よ
う
に
良
い

こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

美
容
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
、
公
的

医
療
保
険
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
契
約
の

際
に
は
、
医

師
か
ら
十
分

な
説
明
を
受

け
、
リ
ス
ク

や
価
格
な
ど

に
つ
い
て
も

納
得
し
た
上

で
、
施
術
を
受
け
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

相
談
事
例

【
事
例
1
】

　

顔
の
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
注
射
の
た

め
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
出
向
い
た
が
、

新
し
い
若
返
り
術
と
し
て
頬
に
糸

を
入
れ
る
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
を
勧
め

ら
れ
た
。
術
後
の
腫
れ
は
な
く
、

痛
み
も
少
な
い
と
言
わ
れ
、
そ
の

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
67

〜
美
容
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
慎
重
に
〜

日
の
う
ち
に
施
術
を
受
け
た
が
、

ひ
ど
い
腫
れ
と
痛
み
に
苦
し
ん
だ
。

代
金
を
払
い
た
く
な
い
。

【
事
例
2
】

　

包
茎
手
術
の
雑
誌
広
告
を
見
て
、

美
容
外
科
で
診
察
を
受
け
た
。
広

告
で
は
、
手
術
費
用
は
10
万
〜

15
万
円
と
あ
っ
た
が
、
診
察
時
に

手
術
を
失
敗
し
た
画
像
を
見
せ
ら

れ
、不
安
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に「
傷

跡
が
残
ら
な
い
方
法
も
あ
る
」と
、

2
0
0
万
円
近
い
高
額
な
手
術
を

勧
め
ら
れ
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約

を
し
た
が
、
や
は
り
支
払
い
が
困

難
だ
。

相
談
事
例
か
ら
み
た
問
題
点

　

不
安
を
あ
お
る
、
割
引
を
強
調

す
る
、
即
日
施
術
を
迫
る
な
ど
で
、

広
告
に
掲
載
し
た
施
術
料
よ
り
も

非
常
に
高
額
な
施
術
を
勧
め
る
例

が
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
美
容
医
療
サ
ー
ビ
ス
は

医
療
行
為
で
あ
り
、
身
体
的
な
リ

ス
ク
を
伴
う
も
の
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
施
術
内
容
、
リ
ス
ク
、

価
格
、
効
果
な
ど
に
つ
い
て
、
適

切
な
説
明
が
行
わ
れ
て
い
な
い
ケ

ー
ス
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
キ
ャ
ン
セ
ル
を
拒
否

さ
れ
た
り
、
高
額
な
キ
ャ
ン
セ
ル

料
を
請
求
さ
れ
る
事
例
も
あ
り
ま

す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
告
の
情
報

だ
け
に
頼
ら
ず
、
自
ら
情
報
収

集
し
た
上
で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

出
向
く
か
ど
う
か
決
め
ま
し
ょ

う
。

○
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
説
明
に
納
得
で

き
る
ま
で
は
契
約
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
特
に
、
即
日
の
施
術

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

○
い
っ
た
ん
契
約
し
、
お
金
を
支

払
っ
た
場
合
、
無
条
件
に
返
金

を
受
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

○
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
選
択
時
、
契
約
時
、
術
後
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

－

9
0
0
1
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兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
知
事
表
彰

あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞

　

♡
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を｢

恋｣

う

器
の｢

大｣

き
い｢

朗｣

ら
か
な
こ
た
ち
ゃ

ん
に
な
り
ま
す
よ
う
に
♡

　

(

父 

将
志
・
母 

真ま

也や

、高
屋)

山本恋
こ

大
た

朗
ろう

ちゃん
（平成25年9月13日生）

　

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

♡
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、元
気
に
大

き
く
な
っ
て
ね

(

父 

啓
悟
・
母 

雅
代
、出
石
町
福
住)

　

家
族
皆
の
癒
し
系
の
蓮
ち
ゃ
ん
♪
明

る
く
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

（
父 

巧
・
母 

沙
緖
里
、船
町
）

　

★
祝
２
歳
★
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

す
く
す
く
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

大
好
き
だ
よ
♡
♡

（
父 

洋
介
・
母 

香
菜
子
、出
石
町
福
住
）

田中  暖
だん

ちゃん
（平成25年11月3日生）

近藤  蓮
れん

矢
や

ちゃん
（平成25年9月21日生）

坂田  夢
ゆめ

菜
な

ちゃん
（平成24年10月5日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
しています。対象は市内在住で2歳までの乳
幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、
性別、生年月日、保護者の氏名、住所、電話
番号とコメント（40字以内）を添えて、秘書広
報課「すくすく日記係」へお送りください。

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

【
兵
庫
県
代
表
選
手
】

■
な
ぎ
な
た
競
技
〔
成
年
女
子
〕

▽
大
友
希の
ぞ

美み（
日
高
町
栃
本
）

▽
富
士
本
珠た
ま

美み（
日
高
町
水
上
）

▽
浅
沼
友ゆ

貴き（
大
阪
体
育
大
学
4

年
、
出
石
町
福
住
出
身
）

■
ボ
ー
ト
競
技
〔
成
年
男
子
〕
ダ

ブ
ル
ス
カ
ル

▽
中
村
大だ
い

地ち（
戸
牧
）

■
水
泳
競
技
〔
少
年
男
子
Ｂ
〕

4
0
0
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
優
勝

▽
澁し
ぶ

谷た
に

鉄て
つ

人と（
報
徳
学
園
高
等
学

校
1
年
、日
高
町
観
音
寺
出
身
）

　
（
4
×
百
ｍ
、
自
由
形
）3
分
28

秒
75
は
兵
庫
県
新
記
録
で
す
。

　

澁
谷
さ
ん
は
4
0
0
ｍ
自
由
形

第
69
回
国
民
体
育
大
会
出
場

9
月
25
日
号
掲
載
の
続
き

第
19
回

全
日
本
高
校
・
大
学
生
書
道
展

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

空
手
道
選
手
権
大
会

第
47
回
近
畿
高
等
学
校
ユ
ー
ス
陸

上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

第
14
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場

も
7
位
入
賞
し
ま
し
た
。

■
水
泳
競
技
〔
少
年
男
子
Ａ
〕

2
0
0
ｍ
平
泳
ぎ

▽
猪い
の

口く
ち

慎し
ん

之の

介す
け（
市
川
高
等
学
校

3
年
、
日
高
町
観
音
寺
出
身
）

﹇
水
泳
競
技
は
会
期
前
開
催
種
目

（
9
月
14
日
終
了
）﹈

【
兵
庫
県
代
表
監
督
】

■
ボ
ー
ト
競
技
〔
成
年
女
子
〕

▽
結ゆ
う

城き

竜た
つ

則の
り（
幸
町
）

■
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技　

▽
齋
藤
道
夫（
弥
栄
町
）

▽
寺
川
大だ
い

紀き（
出
石
町
荒
木
）

　

齋
藤
さ
ん
は
、
今
年
80
歳
で
の

出
場
で
す
。

ち
、
大
賞
51
点
に
次
ぐ
賞
を
受
賞
。

豊
岡
高
校
初
の
快
挙
で
す
。

　

大
塚
さ
ん
は「
文
字
数
が
多
い

た
め
1
枚
に
2
時
間
を
要
し
、
書

き
切
る
集
中
力
と
の
戦
い
で
し

た
」と
振
り
返
り
ま
し
た
。

■
女
子
2
年
1
0
0
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　

優
勝　

  

▽
丸
本
佳
苗（
豊
岡
高
等
学
校
2

年
、
野
田
）

　

丸
本
さ
ん
は
、
第
8
回
日
本
ユ

ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
の

1
0
0
m
ハ
ー
ド
ル
で
も
準
決
勝

進
出
。
全
体
で
14
位
な
が
ら
記
録

は
14
秒
32
と
、
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
し
ま
し
た
。

▽
河こ
う

本も
と

木き

美み

子こ（
妙
楽
寺
）

○
優
秀
賞

▽
谷
山
川
を
育
む
会（
出
石
町
寺
町
）

　

1
年
を
通
じ
て
谷
山
川
の
保
全

活
動
、
出
石
中
学
校
の
生
徒
と
の

ミ
ズ
ア
オ
イ
保
存
の
取
組
み
な
ど

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

■
漢
字
部
門　

全
日
本
高
校
・
大

学
生
書
道
展
賞

▽
大
塚
海み

咲さ
き（
豊
岡
高
等
学
校
3

年
、
気
比
）

　

応
募
総
数
1
万
9
6
0
点
の
う

■
中
2
男
子
初
級
の
部　

優
勝

▽
松
本
翔
太（
豊
岡
南
中
学
校
、

桜
町
）

　

松
本
君
は「
本
来
の
勝
ち
方（
一

本
勝
ち
）で
は
な
か
っ
た
の
で
、
う

れ
し
い
と
う

れ
し
く
な
い

半
々
で
す
」

と
話
し
て
い

ま
し
た
。

作品と大塚さん

表彰後
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石い
し

橋ば
し

　
秀ひ
で

彦ひ
こ

さ
ん（
45
歳
）日
高
町
水
上

　

平
成
24
年
３
月
、
多
く
の
方
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
閉
館

し
た
豊
岡
劇
場
。
年
内
の
復
活
に
向
け
、
仲
間
と
と
も
に

挑
戦
す
る
元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

閉
館
し
た「
豊
岡
劇
場
」を

再
び
地
域
の
文
化
の
拠
点
に
！35㎜映写機を前に改装中の豊劇（平成26年10月）

改装前最後の一般公開（平成26年８月）

　

但
馬
最
後
の
映
画
館
と
し
て
閉

館
し
た
豊
岡
劇
場（
豊と

よ

劇げ
き

）。
昭
和

2
年
に
芝
居
小
屋
と
し
て
始
ま
り
、

社
交
ダ
ン
ス
場
、
映
画
館
と
大
衆

文
化
の「
場
」と
し
て
多
く
の
市
民

に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
建

物
を
買
い
取
り
、
豊
劇
新
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
映
画
館
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
全
国
の
ク
リ
エ
ー
タ

ー
の
拠
点
づ
く
り
）を
立
ち
上
げ

た
の
が
石
橋
秀
彦
さ
ん
で
す
。

夢
を
与
え
て
く
れ
た「
場
」

　

中
学
生
の
と
き「
将
来
は
映
画

監
督
に
な
り
た
い
」と
思
っ
た
石

橋
さ
ん
。
き
っ
か
け
は
、
豊
劇
で

見
た
映
画
で
し
た
。
当
時
、
映
画

は
華
や
か
な
文
化
の
象
徴
。
中
学

生
の
少
年
に
は「
非
日
常
を
疑
似

体
験
で
き
、
知
識
も
得
ら
れ
る
夢

の
よ
う
な
2
時
間
。
異
文
化
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
、
街
中
で
は

貴
重
な『
場
』」で
し
た
。

　

映
画
の
世
界
へ
の
強
い
憧
れ
…

映
画
の
勉
強
を
す
る
た
め
に
、
海

外
留
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
、
地
元
の
中
学
校
を

卒
業
後
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
留

学
。「
言
葉
で
う
ま
く
表
現
で
き
な

い
中
、
自
分
の
こ
と
を
表
現
で
き

る
美
術
に
面
白
さ
を
感
じ
た
」と

振
り
返
り
ま
す
。
現
代
美
術
を
学

び
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
作
家
活
動
後
、

平
成
11
年
に
帰
国
。
東
京
で
北
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
映
画
祭
を
主
催
し
ま

し
た
。
平
成
22
年
、
豊
岡
に
帰
郷
。

そ
の
後
、豊
劇
の
閉
館
を
知
り「
何

と
か
で
き
な
い
か
」と
考
え
た
結

果
、
仲
間
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
立
ち
上
げ
に
至
り
ま
し
た
。

豊
劇
新
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
①
大
ホ
ー

ル
は
引
き
続
き
映
画
の
上
映
や
演

劇
等
の
上
演
の
場
②
小
ホ
ー
ル
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠
点

③
ロ
ビ
ー
は
カ
フ
ェ
や
バ
ー

̶

な

ど
に
改
装
し
ま
す
。

　

特
に
小
ホ
ー
ル
は
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
催
、
地
元
の
高
校
生

の
バ
ン
ド
や
高
齢
者
の
カ
ラ
オ
ケ

の
練
習
な
ど
が
で
き
る「
場
」に
整

備
し
、
大
ホ
ー
ル
で
成
果
を
発
表

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
ホ
ー
ル
で
は
、
全
国

の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
音
楽
や
演
劇

な
ど
の
上
演
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
新
生「
豊
劇
」に

　

そ
も
そ
も
人
口
8
万
人
の
豊
岡

で
映
画
を
市
民
が
受
け
入
れ
て
く

れ
る
の
か
、
築
87
年
の
老
朽
化
し

た
建
物
の
維
持
管
理
な
ど
、
不
安

は
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
11
月
、
1
日
限
り
の

上
映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
周
辺

住
民
の
皆
さ
ん
や
参
加
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら「
改
め
て
豊
劇
へ
の

思
い
や
愛
情
を
感
じ
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
多
く
の
方
の
共
感

や
協
力
を
実
感
し
た
」と
手
応
え

を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
劇
の
改
修
工
事
に

は
、
多
額
の
資
金
が
必
要
で
、
自

己
資
金
や
借
入
金
、
国
の
補
助
金

な
ど
で
調
達
し
て
い
ま
す
。
石
橋

さ
ん
は「
11
月
20
日
ま
で
、
豊
劇

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
寄
付『
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
』を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
賛
同
い
た
だ
け
る
方

は
、協
力
を
お
願
い
し
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

市
民
の
思
い
出
と
共
に

　

豊
劇
の
復
活
に
、
二
つ
の
文
化

的
な
意
味
を
感
じ
る
石
橋
さ
ん
。

一
つ
は
、
歴
史
的
な
建
物
の
保
存
。

も
う
一
つ
は
、
豊
劇
に
出
入
り
し

て
い
た
市
民
の
足
跡
で
す
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
が
孫
と
一
緒
に
映
画
を

見
る
、
恋
人
が
デ
ー
ト
で
映
画
を

見
る
、
館
内
の
ス
ト
ー
ブ
を
囲
い

な
が
ら
友
人
と
映
画
を
見
る

̶

「
市
民
に
と
っ
て
日
常
を
共
有
で

き
る
文
化
の
場
」と
話
し
ま
す
。

　

今
後
は「
豊
岡
で
の
生
活
を
楽

し
む
た
め
に
、
も
っ
と
文
化
的
な

楽
し
み
を
提
案
し
て
い
き
た
い
で

す
」と
意
気
込
み
ま
す
。
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9
月
27
日
朝
5
時
、
車
で
走
っ
て
い
る
と
、
来

日
岳
の
辺
り
に
白
い
帯
状
の
も
の
が
浮
か
ん
で
い

ま
し
た
。
同
岳
を
登
っ
て
い
く
と
、
そ
の
間
に
も
、

空
は
刻
々
と
白
ん
で
い
き
ま
す
。
頂
上
に
着
く
と
、

眼
下
は
雲
海
一
色
。
空
に
は
、
赤
・
オ
レ
ン
ジ
・

紫
色
の
線
が
幾
筋
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
絶

景
を
カ
メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
先
客
が
並
ん
で
い
ま

し
た
。

　

観
客
は
徐
々
に
増
え
、
朝
日
が
濃
い
朱
色
に
な

り
、
く
っ
き
り
し
た
円
と
な
っ
て
登
っ
た
瞬
間
、

歓
声
が
上
が
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
響
き
ま
し
た
。

　

案
内
は
な
い
け
れ
ど
、
毎
年
秋
に
催
さ
れ
る
自

然
の
イ
ベ
ン
ト
。
雲
海
は
、
11
月
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

9
月
27
日
、
出
石
町
奥
山
の
田
ん
ぼ
で
、
も
ち

米
の
稲
刈
り
体
験（
主
催
・
奥
山
観
光
ほ
た
る
の

郷
）が
開
催
さ
れ
、
兵
庫
県
立
大
学
の
学
生
や
福

住
小
学
校
の
児
童
ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

奥
山
区
は
7
世
帯
15
人
の
集
落
で
す
。
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
、
人
々
が
集
い
、
子
ど
も
の
声
が
こ

だ
ま
す
る
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
鎌
の
使
い
方
や
注
意
点
な
ど
を
聞

い
た
後
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
稲
を
刈
り
、
わ
ら

で
束
ね
て
稲
木
に
掛
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
稲
刈
り
を
し
た
大
石
陵り
ょ
う

翔と

く
ん（
福
住

小
2
年
）は「
稲
刈
り
が
楽
し
か
っ
た
。
餅
つ
き
に

も
参
加
し
た
い
」と
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

来
日
岳
か
ら
望
む
雲
海
と
朝
日

キ
ャ
ン
パ
ス
は
空
と
雲

も
ち
米
の
稲
刈
り
体
験

地
域
に
再
び
に
ぎ
わ
い
を
!!

▲雲海の中の朝日、息をのむ神々しい光景

▲一株ずつ丁寧に収穫する参加者

但
馬
で
初
の
中
学
硬
式
野
球
チ
ー
ム
で
す

但
馬
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

但
馬
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、

中
学
生
と
練
習
生（
小
学
6
年
生
）

の
29
人
で
組
織
す
る
硬
式
野
球
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
。
豊
岡
市
と
そ
の
周

辺
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
11
年「
硬
式
ボ
ー
ル
を
用

い
る
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
を
但
馬

に
作
ろ
う
」と
代

表
の
藤
野
忠
幸

さ
ん（
養
父
市
八

鹿
町
）が
友
人
に

声
を
掛
け
結
成

し
ま
し
た
。

　

土
日
の
午
前

9
時
か
ら
出
石

球
場
か
但
東
地

域
の
や
ま
び
こ

グ
ラ
ウ
ン
ド
に

集
ま
り
練
習
し

て
い
ま
す
。
人
気

の
あ
る
チ
ー
ム
ら
し
く
ク
ラ
ブ
員

は
朝
来
市
、
養
父
市
な
ど
、
市
外

か
ら
も
参
加
。
か
つ
て
は
京
都
府

か
ら
通
う
ク
ラ
ブ
員
も
い
た
そ
う
。

　

監
督
は
中
原
健
児
さ
ん（
出
石

町
松
枝
）。
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー

は
①
礼
儀
②
マ
ナ
ー
③
相
手
を
思

い
や
る
心
と
感
謝
の
気
持
ち
④
目

標
に
向
か
っ
て
弛た

ゆ

ま
ぬ
努
力
を
す

る
こ
と
⑤
決
し
て
あ
き
ら
め
ぬ
精

神
力
、
と
力
強
く
訴
え
ま
す
。

　

自
主
性
を
重
ん
じ
、「
幸
い
人
数

も
い
ま
す
の
で
、
行
事
が
重
な
れ

ば
学
業
を
優
先
さ
せ
て
い
ま
す
」。

中
学
校
の
部
活
動

に
入
っ
て
い
る
生

徒
も
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
硬
い

ボ
ー
ル
を
使
う
の

で「
け
が
人
を
出

さ
な
い
」こ
と
が

肝
心
と
話
し
ま
す
。

　

現
在
の
キ
ャ
プ

テ
ン
は
大
石
雄
太

君（
但
東
中
3
年
）。

「
小
学
生
の
こ
ろ
、

兄
が
こ
の
ク
ラ
ブ

に
い
て
、
僕
も
し

た
い
」と
思
っ
た

こ
と
が
入
会
の
き
っ
か
け
で
す
。

50
ｍ
6
・
6
秒
の
俊
足
の
１
番
セ

カ
ン
ド
で
す
。「
大
会
が
あ
と
二
つ

10
月
・
11
月
に
あ
る
の
で
、
優
勝

を
目
指
し
た
い
」と
意
気
込
ん
で

い
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹇
但

　

馬
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
﹈
で
検
索
を

※「笑顔の輪」の拡充版を市ホームページに掲載しています。
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40～70歳の女性の方へ
骨粗しょう症検診を受けましょう
　骨粗しょう症は、骨量が減って骨の内部がス
カスカになり、骨折しやすくなる病気です。骨
量は、40歳前後から加齢とともに減りはじめ、
特に女性は閉経後に急速に減少します。

まずは、今の骨の状態を知りましょう！
　今の自分の骨の状態を知
り、予防に努めることが大
切です。
　骨量が十分あるかどうか、
「今」確認してみませんか。
検診は40歳から受けること
ができます。

検査は簡単！短時間！
　服を着たまま、あお向けに寝て検査を受けま
す。痛みもなく、短時間で済みます。
検査方法：「ＤＸ
Ａ（デキサ）法」…
２種類のＸ線を骨
にあて、骨密度を
測定

日程　
月 火 水 木 金

12月
4 5

8 9 10 11 12
15 16 17

※時間　午後１時～２時30分（30分おき）
所日高医療センター（健診センター１階）　　
対 40～70歳の市民の女性
※すでに骨粗しょう症と診断された方、治療中
の方、妊娠中の方を除く

定１日当たり15人　
申方電話または窓口で希望日時を予約
申期 10月27日（月）～11月21日（金）　
料　

年齢 料金

40歳、45歳、
50歳、55歳、
60歳、65歳
の方

1,000円
※市民税非課税世帯の方、生活保
護受給中の方は、申請により免除
（一度、料金を支払うと返金でき
ません）

41歳～69歳で
希望される方

3,020円
※免除はありません

70歳の方 無　　　料
※年齢は平成27年４月１日現在
問健康増進課　☎24-1127
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その病気、その症状は
石
アスベスト

綿が原因かもしれません
◆石綿（アスベスト）による疾病
　石綿は、極めて細かい繊維で、熱や摩擦な
どに強く、丈夫で変化しにくいという特性が
あり、過去に石綿が大量に輸入され、さまざ
まな工業製品に使用されてきました。
　このため、石綿の輸入業務に関わった方や
石綿製品を取り扱う事業（例：建設業、造船業）
で仕事をしたことのある方は、石綿を吸い込
んだ可能性が高いといえます。
　また、仕事中に石綿を吸い込んだ方が持ち
帰った作業着などに付着した石綿を、その家
族が吸い込み、病気になることもあります。
　石綿を吸い込むことで発症する疾病には、
①中皮腫、②肺がん、③石綿肺、④びまん性
胸膜肥厚、⑤良性石綿胸水─などがあり、呼
吸器系の症状がよく現れます。
　石綿による疾病は、石綿を吸ってから非常
に長い年月を経て発症することが大きな特徴
です。（例えば、中皮腫の場合、その多くが35
年前後という長い潜伏期間の後に発症すると
されています）
◆石綿が原因で病気になった場合の補償・救
済制度

　石綿が原因の病気になっていなくても、過
去に石綿に関する職歴がある場合などは、年
に２回無料で健康診断を受診できる「石綿健康
管理手帳」の交付を受けられる場合があります。
　近くの都道府県労働局に相談してください。
あなた（または亡くなったご家族）について、医師から
「石綿（アスベスト）が原因の病気です」と言われたら…

あなた（または亡くなったご家族）は、仕事で石綿を取
り扱ったことがありますか？

あなた（または亡くなったご家族）は、労働者（※）
または労災保険の特別加入者ですか？

※労働者とは、「職業の種類を問
わず、事業に使用され、賃金
を支払われる者」をいい、アル
バイトやパートタイマーなど
の雇用形態は問いません。

労災保険制度による「労災保険給付」ま
たは石綿健康被害救済制度による「特別
遺族給付金」を受けられる場合がありま
す。（労災保険の遺族補償給付の請求権
を５年の時効により失った場合）
但馬労働基準監督署☎22-5145

石綿健康被害救済制度による「救済給付」を受
けられる場合があります。
（独）環境再生保全機構に相談してください。
（フリーダイヤル）0120-389-931

はい いいえ

いいえはい

あなたの骨は、
大丈夫？
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施設のイベント

豊岡市民プラザ
◇大手町メ info@plaｔz-npo.com
申 問☎24-3000Ｆ 24-3004

❶第119回サロンコンサート
日11月22日（土）12：30～ 
所交流サロン
内出演：タンポポ（ハーモニカ、キー
ボードで童謡・唱歌・フォークソ
ング演奏）

他サロンコンサートの出演者を募集中
❷第19回プラザ寄席｢ふれ愛亭｣
　毎回好評な｢たんたん落語会｣の皆
さんによるプラザ寄席｢ふれ愛亭｣で
す。今年の初笑いも落語で決まりで
すね。
日平成27年１月10日（土）14：00～ 
所ほっとステージ
料一般500円　高校生以下300円
※全席自由・当日200円増
他一時保育。［申込期限は12月26日（金）］
☆豊岡市民プラザ自主事業のチケッ
トは、市民会館、ひぼこホール、
図書館本館・但東分館、城崎・竹野・
日高地区公民館でも購入できます。

図書館本館
◇京町メ toyolib@city.toyooka.lg.jp
申 問☎23-6151Ｆ 24-1819
※今回の催しは、全て図書館２階で開催

❶秋のリサイクルブックフェア
日 11月６日（木）・７日（金）10：00～15：00
対図書館利用者カードをお持ちの方
持持ち帰り用の袋　※１人５冊まで
★今回、雑誌のリサイクルはありません。
❷第11回図書館ふれあい交流会
日11月14日（金）14：00～16：00

対 内どなたでも（視覚に障害のある方
も楽しめます）。ボランティアによ
る朗読ライブと音楽会

定 40人。申込み不要
❸としょかん読書推進講座
　「子どもの成長を支える読書力～11
歳からの本と読書への誘い～」を、兵
庫県子どもの図書館研究会研究員・
大澤百

もも

世
よ

さんを講師に開催します。
日11月29日（土）13：00～15：00
定 内 60人。思春期の子どもにふさわ
しい本や読書支援方法について

他一時保育あり
申期 11月５日（水）～

城崎国際アートセンター
◇城崎町湯島メ info@kiac.jp
申 問☎32-3888Ｆ 32-3898

❶ハイバイ公演『霊感少女ヒドミ』
　向田邦子
賞と岸田國

くに

士
お

戯曲賞を
相次いで受
賞した岩井
秀
ひで

人
と

主宰の
劇団ハイバ
イが、話題
作『霊感少女ヒドミ』を上演します。
　映像（プロジェクション・マッピン
グ）を駆使し、今の日本の時代感覚を
巧みに切り取った作品は必見です。
日11月７日（金）20：00～
　　　　 ※７日のみアフタートークあり
　11月８日（土）17：00～ 
所城崎国際アートセンター　ホール
料一般：前売3,000円　当日3,500円
　学生：前売当日共2,500円（受付で要
証明）　＊全席整理番号付き自由席

●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。
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Ⓒ曳野若菜



期
　
間

11
月
は「
労
働
保
険

適
用
促
進
強
化
期
間
」で
す

　

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
、
労
働
者

を
1
人
で
も
雇
い
入
れ
た
事
業
主

は
、
労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）の
加
入
手
続
き
を
し
て
、

申
告
・
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

手
続
き
を
し

て
い
な
い
事
業

主
は
、
労
働
基

準
監
督
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
但
馬
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
22

5
1
4
5

　

豊
岡
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
23

3
1
0
1

催
　
し

恒
例
イ
ベ
ン
ト〔
毎
月
2
回
開
催
〕

ア
ル
チ
ザ
ン
パ
ー
ツ

　

 

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

日
11
月
8
日（
土
）、
22
日（
土
）①

午
後
1
時
〜
②
2
時
〜
③
3
時

〜
所
ト
ヨ
オ
カ
カ
バ
ン
ア
ル
チ
ザ
ン

ア
ベ
ニ
ュ
ー　

2
階（
中
央
町
）

内
今
回
は
革
の

カ
ー
ド
ケ
ー

ス（
月
替
わ

り
で
革
の
製

作
体
験
）

料
2
千
円（
前

日
ま
で
の
予

約
）、2
5
0
0
円（
当
日
）

申
問
カ
バ
ン
ア
ル
チ
ザ
ン
ア
ベ
ニ

ュ
ー
☎
22

1
7
0
9

ホ「
ア
ル
チ
ザ
ン
パ
ー
ツ
」で
検
索

立
原
さ
ん
講
演
と
事
例
発
表

青
少
年
健
全
育
成
大
会

　
「
探
偵
!

ナ
イ
ト
ス
ク

ー
プ
」の
探

偵
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
、
立た
ち

原は
ら

啓け
い

裕す
け

さ
ん
を

迎
え
て
教
育
に
関
す
る
講
話
を
行

い
ま
す
。

日
内
11
月
29
日（
土
）午
後
1
時
30

分
〜
3
時
35
分
▽
青
少
年
健
全

育
成
大
会
講
演
会
▽
2
時
35
分

〜
：
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

実
施
報
告
会（
活
動
事
例
発
表
）

①
日
高
東
中
学
校
②
奈
佐
小
学

校
③
資
母
小
学
校

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ（
大
手
町
）

問
生
涯
学
習
課

　

☎
23

0
3
4
1

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
へ
参
加
し
よ
う

暴
力
追
放
・
防
犯
・
交
通
安
全
大
会

●
豊
岡
北
警
察
署
管
内

日
11
月
5
日（
水
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
城

崎
町
湯
島
）

内
表
彰
伝
達
、
講
演
、
パ
レ
ー
ド

（
城
崎
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
・

交
通
少
年
団
、
城
崎
中
学
校
吹

奏
楽
部
、
兵
庫
県
警
音
楽
隊
な

ど
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
パ
レ
ー
ド
を

中
止
し
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ル
で
演
奏

●
豊
岡
南
警
察
署
管
内

日
11
月
20
日（
木
）

午
後
1
時
〜
3

時
30
分

所
豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ（
大
手
町
）

内
表
彰
伝
達
、
講
演
、
兵
庫
県
警

音
楽
隊
の
演
奏
な
ど

問
生
活
環
境
課
生
活
係

　

☎
21

9
0
0
1

〜
出
会
い・感
動
〜
夢
但
馬
２
０
１
４

但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市

日
11
月
8
日（
土
）・
9
日（
日
）午

前
10
時
〜
午
後
4
時

所
県
立
但
馬
ド
ー
ム（
日
高
町
名
色
）

内
但
馬
牛
の
丸
焼
き
や
名
物
料
理

の
実
演
・
販
売
、
松
葉
ガ
ニ
な

ど
の
海
の
幸
や
新
鮮
な
農
産
物

の
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

の
開
催

問
但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市
実
行
委

員
会
広
報
担
当（
但
馬
県
民
局

地
域
政
策
室
産
業
観
光
課
内
）

　

☎
26

3
6
8
6

「
仲な

か

田た

光こ
う

成せ
い

記
念

第
十
四
回
豊
岡
全
国
か
な
書
展
」

日
11
月
14
日（
金
）〜
16
日（
日
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
最
終

日
は
午
後
4
時
ま
で
）

所
総
合
体
育
館

内
15
日（
土
）午
後
3
時
か
ら
席
上

揮き

毫ご
う（
書
の

実
演
）。
出

石
高
等
学
校

書
道
部
員
も
参
加
▽
今
回
は
、

全
国
27
都
府
県
か
ら
6
4
4
3

点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
入
賞

（
特
選
以
上
）1
2
2
点
、
入
選

3
9
4
4
点
を
展
示
▽
表
彰

式
：
11
月
16
日（
日
）は
午
後
1

時
〜
2
時
30
分
、
じ
ば
さ
ん
但

馬
で
開
催
。

問
竹
野
支
所
総
務
係

☎
47

1
1
1
1
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平
成
26
年
度
成
人
式

　

成
人
式
の
案
内
状
を
12
月
上
旬

に
送
付
し
ま
す
。
転
出
な
ど
で
本

市
に
住
民

登
録
が
な

い
方
で
、

出
席
を
希

望
す
る
方

は
、
11
月
末
ま
で
に
問
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

日
平
成
27
年
1
月
11
日（
日
）

※
開
会
は
午
後
1
時
30
分
の
予
定

所
市
民
会
館　

文
化
ホ
ー
ル（
立

野
町
）

対
平
成
6
年
4
月
2
日
〜
平
成
7

年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
豊
岡

市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

お
よ
び
希
望
者

他
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
後
日
、

市
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

問
生
涯
学
習
課
☎
23

0
3
4
1

市
内
企
業
・
技
術
者
向
け

「
市
も
の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」

　
「
熱
処
理
の
基
礎
と
熱
処
理
の

現
場
」を
テ
ー
マ
に
、
第
11
回
豊

岡
市
も
の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

日
11
月
5
日（
水
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

2
階　

第
1

交
流
室（
大
磯
町
）

内
講
演
①「
金
属
は
生
き
て
い
る
」

兵
庫
県
立
大
学
名
誉
教
授　

椿

野
晴
繁
さ
ん
②「
熱
処
理
の
現

場
」㈱
東
研
サ
ー
モ
テ
ッ
ク
本

社
工
場
兼
巽
工
場
工
場
長　

小

谷　

悟
さ
ん

申
期
11
月
4
日（
火
）

申
問
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課
も
の
づ

く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
21

9
0
2
4

　
Ｆ
22

3
8
7
2

あ
の
感
動
を
再
び

「
但
馬
・
第
九
公
演
」

　

台
風
23
号
で「
第
九
公
演
」が
流

れ
、
心
痛
の
豊
岡
市
民
を
励
ま
そ

う
と
指
揮
者

飯
守
泰
次
郎

さ
ん
率
い
る

関
西
フ
ィ
ル

が
、
自
主
公

演
し
て
か
ら
十
年
。
再
び
飯
守
さ

ん
指
揮
に
よ
り「
第
九
」を
歌
い
ま

す
。

日
11
月
9
日（
日
）午
後
3
時
〜

所
市
民
会
館　

文
化
ホ
ー
ル（
立

野
町
）

料
一
般
指
定
席
4
千
円
、
一
般
自

由
席
3
5
0
0
円
、
中
学
生
以

下（
自
由
席
）千
円　

※
当
日
券

は
各
5
0
0
円
増
し

他
但
馬
の
祭
典
20
周
年
記
念
事
業

問
実
行
委
員
・
谷
口
美
晴
さ
ん　

　

☎
23

4
5
5
4　

〜
お
い
し
い
秋
の
〜

マ
ロ
ニ
エ
ま
つ
り

　

マ
ロ
ニ
エ
の
里
の
収
穫
祭
で
す
。

神
鍋
高
原
の
お
い
し
い
秋
の
味
覚

を
集
め
ま
し
た
。

日
11
月
3
日（
月
・
祝
）午
前
10
時

〜
午
後
3
時
30
分

所
道
の
駅「
神
鍋
高
原
」駐
車
場（
日

高
町
栗
栖
野
）

内
新
鮮
な
地
元
特
産
品
の
販
売
、

餅
つ
き
、
そ
う
だ
ろ
節
、
景
品

付
き
餅
ま
き
な
ど

※
J
A
た
じ
ま
日
高
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
同
時
開
催

問
道
の
駅「
神
鍋
高
原
」

　

☎
45

1
3
3
1

〜
豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

は
ー
と
ピ
ー

❶
第
13
回
イ
ベ
ン
ト

　
『
A
ア

フ

タ

ヌ

ー

ン

f
t
e
r
n
o
o
n
は
恋

P
I
Z
Z
A
で
♪
』〜
お
い
し
い

ピ
ザ
を
い
っ
し
ょ
に
作
ろ
う
〜

日
11
月
16
日（
日
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
3
時　

受
付
：
男
性
9

　

時
45
分
、
女
性
10
時
15
分

所
ピ
ッツ
ェ
リ
ア
s
a
k
a
i（
出

石
町
馬
場
）　

定
男
女
各
12
人

料
男
性
3
千
円
、
女
性
2
千
円

申
期
11
月
10
日（
月
）

❷
第
14
回
イ
ベ
ン
ト『
恋
の
ク
リ

ス
マ
ス
大
作
戦
』一
足
早
い
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
交
流

日
12
月
6
日（
土
）午
後
6
時
〜
9

時　

受
付
：
男
性
5
時
15
分
、

女
性
5
時
45
分

所e'am
es

（
イ
ー
ム
ズ
）（
小
田
井

町
）

定
男
女
各
15
人

料
男
性
4
千
円
、
女

性
2
5
0
0
円

持
5
0
0
円
の
プ
レ

ゼ
ン
ト

申
期
11
月
26
日（
水
）

共
通
事
項

対
20
〜
40
歳
の
独
身
男
女　

※
男

性
は
市
内
在
住
ま
た

は
在
勤
の
方

持
本
人
確
認
証（
例
：

運
転
免
許
証
な
ど
）

申
方
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
申
込
み

※
メ
ー
ル
申
込
み
は「
そ
れ
ぞ
れ

の
タ
イ
ト
ル
を
入
力
」に
参
加

し
ま
す
!
と
氏
名
・
電
話
番
号
・

住
所
・
生
年
月
日
を
入
力

申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
23

2
5
7
3

　
メheart-p@

toyooka-w
el.jp
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43
回
豊
岡
市
民
芸
能
祭

日
11
月
3
日（
月
・
祝
）午
後
0
時

30
分
〜
8
時
30
分

所
市
民
会
館（
立
野
町
）

内
日
本
舞
踊
・

銭
太
鼓
・
民

よ
う
・
詩
吟
・

筝そ
う

曲
・
三
味

線
・
バ
レ
エ
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

演
歌
な
ど

問
津
田
慶
典
さ
ん

　

☎
22

4
6
8
8

山
と
動
物
と
森
の

あ
り
方
を
考
え
る
Ⅵ
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
11
月
16
日（
日
）午
後
1
時
30
分

〜
午
後
5
時　

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

3
階　

第
3

交
流
セ
ン
タ
ー（
大
磯
町
）

内
❶
講
演「
大
台
ケ
原（
奈
良
県
）

に
お
け
る
ニ

ホ
ン
シ
カ
個

体
数
調
査
」

講
師
：
中
山

良
太
さ
ん

（
環
境
省
職
員
）❷
報
告「
但
馬

北
部
に
お
け
る
シ
カ
生
息
の
現

状
」田
中
眞
雄
さ
ん（
同
）❸
シ

カ
な
ど
の
被
害
防
止
や
森
の
あ

り
方
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

問
N
P
O
法
人
ひ
ょ
う
ご
エ
コ
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表　

大
西

英
剛
さ
ん
☎
96

1
1
3
0

読
書
イ
ベ
ン
ト

ひ
ょ
う
ご
　
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
但
馬
地
区
フ
ォ

ー
ラ
ム

日
11
月
16
日（
日
）午
後
1
時
〜
4

時
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ（
大
手
町
）な
ど

内
❶
午
後
1
時
20
分
〜　

講
演
会

「
子
ど
も
が
よ
い
物
語
を
も
つ

こ
と
」講
師
：
太
子
町
立
図
書

館
元
館
長　

小
寺
啓
章
さ
ん
❷

午
後
3
時
〜
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

（
＝
競
技
ス
タ
イ
ル
の
書
評
発

表
会
の
こ
と
）地
区
予
選

申
期
11
月
9
日（
日
）

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
　
発
表
者
の
募
集

出
場
区
分
❶
中
高
生
の
部
❷
社
会

人
の
部  

※
対
象
：
中
学
生
以
上

定
各
10
人
程
度

日
所
内
地
区
予
選
は
、
11
月
16
日

（
日
）午
後
3
時
か
ら
豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ（
大
手
町
）で
開
催
。
優

勝
者
は
決
勝
戦（
12
月
13
日
、

神
戸
市
）の
出
場
権
を
獲
得

申
期
11
月
2
日（
日
）

共
通
事
項

申
方
図
書
館
に
設
置
の
チ
ラ
シ
に

記
入
の
上
、郵
送
ま
た
は
Ｆ
で

申
込
み

問
図
書
館
本
館
☎
23

6
1
5
1

ま
た
は
但
馬
教
育
事
務
所

　

☎
23

1
0
0
1（
代
表
）

第
39
回「
但
馬
文
学
の
つ
ど
い
」

日
11
月
15
日（
土
）午
前
9
時
〜

所
但
馬
文
教
府（
妙
楽
寺
）　

内
冠
句
・
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
の

優
秀
作
品
の
発
表
、表
彰
。各
部

門
の
選
者
が
講
評
、
秀
作
鑑
賞

問
但
馬
文
学
の
つ
ど
い
企
画
運
営
委

員
会
事
務
局（
但
馬
文
教
府
内
）

　

☎
22

4
4
0
7

募
　
集

「
体
験
入
園
」の
募
集

日
11
月
17
日（
月
）〜
21
日（
金
）午

前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
日
高
地
域
に
在
宅
の
0
〜
5
歳

児
と
そ
の
保
護
者

募
集
組
数

　

西
気﹇
3
組
﹈☎
45

0
1
5
2

　

清
滝﹇
3
組
﹈☎
45

0
4
5
0

　

静
修﹇
2
組
﹈☎
42

1
0
5
6

　

蓼
川﹇
2
組
﹈☎
42

0
1
6
9

　
蓼
川
第
二﹇
2
組
﹈☎
42

1
1
2
2 

　
こ
く
ふ﹇
3
組
﹈☎
42

1
7
1
7

　

八
代﹇
3
組
﹈☎
42

1
7
3
1

料
1
日
2
0
0
円（
幼
児
の
み
給

　

食
体
験
）

申
期
11
月
5
日（
水
）〜
7
日（
金
）

申
問
各
園
へ

お
も
し
ろ
た
の
し
み
え
こ
ど
も
園

27
年
度
非
常
勤
保
育
士
の
募
集

職
種
❶
非
常
勤
保
育
士（
2
人
）❷

パ
ー
ト
保
育
士（
2
人
）

勤
務
時
間
❶
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
30
分（
土
曜
勤
務
あ
り
）

❷
午
前
8
時
〜
午
後
0
時
30
分

（
土
曜
勤
務
、
年
5
回
程
度
）と

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
2
時
30

分（
同
）

応
募
資
格
保
育
士
資
格
と
幼
稚
園

教
諭
免
許
を
有
す
る
方

採
用
予
定
日
平
成
27
年
4
月
1
日

他
採
用
条
件
な
ど
は
申
問
に
あ
る

資
料
で
確
認
。
申
込
方
法
な
ど

の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

＊
27
年
4
月
か
ら「
お
も
し
ろ
た

の
し
み
え
こ
ど
も
園
」に
移
行

申
問（
社
福
）み
え
保
育
園

　

☎
24

0
4
6
2

植
村
直
己
記
念
ス
ポ
ー
ツ
公
園

 

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集

日
12
月
14
日（
日
）　

受
付
：
午
前

8
時
30
分
〜
9
時
30
分

所
植
村
直
己
記
念
ス
ポ
ー
ツ
公
園

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス（
日
高
町
野
）

種
目
❶
個
人
：
2
㎞
、4
㎞
❷
小
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学
生
駅
伝
：
1
㎞
×
4
人
❸
ハ
ー

フ
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
：
2
〜
22
人

料
❶
小
学
生
以
下
5
0
0
円
、
一

般
千
円
❷
千
円
❸
3
千
円

申
方
Ｆ
ま
た
は
メ
で
申
込
み
。
詳

細
は
、
問
い
合
わ
せ

申
期
11
月
21
日（
金
）

申
問
N
P
O
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

日
高

　

☎
Ｆ
42

2
5
0
5

　
メinfo@

com
hidaka.or.jp

豊
岡
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
の
参
加
者
募
集

　

障
害
者
が
競
技
を
通
じ
て
ス
ポ

ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
験
し
、体
力
の
維

持
・
増
進
を
図
り
ま
す
。
合
わ
せ

て
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
、
障

害
者
の
社
会
参
加
を
推
進
し
ま
す
。

日
11
月
16
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
4
時　

※
少
雨
決
行

所
出
石
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
出

石
町
福
住
）

対
市
内
在
住
・
在
学
お
よ
び
市
内

障
害
者
施
設
利
用
者
で
、
身
体

障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
方

実
施
種
目
50
ｍ
、
1
0
0
ｍ
、

2
0
0
m
、8
0
0
m
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク（
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）

申
方
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
持
参
、
郵
送
、
ま
た
は
Ｆ

で
申
込
み

申
期
11
月
7
日（
金
）

申
問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
〒
6
6
8

0
0
4
6　
立
野

町
12

12
）　
☎
24

7
0
3
3

　
Ｆ
24

4
5
1
6

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

種
目
高
等
工
科
学
校
生
徒

応
募
資
格
中
卒（
見
込
み
含
む
）17

　

歳
未
満
の
男
子

申
期
❶
推
薦
試
験
：
11
月
1
日

（
土
）〜
12
月
5
日（
金
）❷
一
般

試
験
：
11
月
1
日（
土
）〜
平
成

27
年
1
月
9
日（
金
）

試
験
日
平
成
27
年
❶
1
月
10
日
〜

　

12
日
の
う
ち
の
1
日
❷
1
月
24

　

日（
一
次
試
験
）

問
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
豊

岡
出
張
所
☎
22

3
9
7
8

小
学
生
将
棋
大
会参

加
者
募
集

■
出
石
・
日
高
・
但
東
地
域

日
11
月
15
日（
土
）　

受
付
：
午
前

8
時
30
分
・
開
会
：
8
時
45
分

所
円
山
川
防
災
セ
ン
タ
ー　

研
修

室（
日
高
町
西
芝
）

部
門
①
低
学
年
の
部
②
高
学
年
の

部
③
ハ
サ
ミ
将
棋
の
部

申
期
10
月
31
日（
金
）

申
問
出
石
地
域
子
ど
も
会
連
絡
協

議
会（
出
石
支
所
総
務
係
内
）

　
☎
52

3
1
1
1
Ｆ
52

6
0
3
3

■
豊
岡
・
城
崎
・
竹
野
地
域

日
11
月
22
日（
土
）　

受
付
：
午
前

9
時
・
開
会
：
9
時
15
分

所
五
荘
地
区
公
民
館　

多
目
的
ホ

ー
ル（
上
陰
）

部
門
①
低
学
年
の
部

　

②
高
学
年
の
部

申
期
11
月
13
日（
木
）

申
問
豊
岡
地
域
子
ど
も
会
連
絡
協

議
会（
生
涯
学
習
課
内
）

　
☎
23

0
3
4
1
Ｆ
29

0
0
5
4

教
室・講
座
・
講
習

豊
岡
病
院
の﹇
秋
期
﹈酒
害
教
室

　

参
加
費
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
、

ま
た
途
中
か
ら
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

11
月
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

❶
11
月
6
日（
木
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分「
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
と
は
」永
井
之ゆ
き

暢は
る

医
師

❷
11
月
13
日（
木
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分「
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
の
治
療
と
回
復
」山や
ま

崎さ
き

真し
ん

平ぺ
い

医
師

❸
11
月
17
日（
月
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分「
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
者
の
心
理
と
家
族
の
問

題
」田
口
久
芳
臨
床
心
理
士

❹
12
月
1
日（
月
）午
後
3
時
30
分

〜
5
時「
断
酒
会
・
A
A
会
員

を
囲
ん
で
」吉
岡
隆
一
医
師

所
公
立
豊
岡
病
院　

精
神
科　

多

目
的
室（
戸
牧
）

申
問
公
立
豊
岡
病
院
精
神
科
外
来

　
☎
22

6
1
1
1
Ｆ
22

0
0
8
8

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
３
時
間
講
習
）

日
11
月
16
日（
日
）午
前
9
時
〜
正
午

所
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

2
階　

活
動
室

内
①
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

　

②
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細

　

動
器
）③
大
出
血
時
の
止
血
法

　

④
窒
息
時
の
処
置

定
30
人

申
期
11
月
15
日（
土
）

申
方
豊
岡
消
防
署
、
各
分
署
、
出

張
所
お
よ
び
駐
在
所
に
あ
る
申

込
用
紙（
豊
岡
市
消
防
本
部
ホ

に
も
掲
載
）に
記
入
の
上
、
持

参
、
郵
送
、
Ｆ
、
ま
た
は
メ
で

申
込
み

申
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係

　
☎
24

8
0
3
8
Ｆ
24

1
2
7
8

　
メshobo-keibo@

city.
 

toyooka.lg.jp
　
ホ「
豊
岡
市
消
防
本
部
」で
検
索
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年
末
調
整
説
明
会

日
11
月
18
日

（
火
）午
前
10

時
〜
、
午
後

1
時
30
分
〜

所
じ
ば
さ
ん
但

馬　

2
階　

多
目
的
ホ
ー
ル（
大
磯
町
）

問
豊
岡
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部

門
☎
22

2
3
4
4

但
馬
地
区
体
験
懇
談
会

　

ス
ト
ー
マ（
人
工
肛こ
う

門
・
人
工

膀ぼ
う

胱こ
う

）を
持
つ
方
の
日
頃
の
悩
み

や
疑
問
を
出

し
合
い
、
懇

談
し
ま
す
。

日
11
月
9
日

（
日
）午
後

1
時
20
分

〜
4
時
20

分
所
公
立
八
鹿
病
院
研
修
室（
養
父

市
八
鹿
町
八
鹿
）

内
参
加
者
自
己
紹
介
・
体
験
発
表
、

認
定
看
護
師
に
よ
る
講
演
、
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど

問
公
立
豊
岡
病
院　

外
科
外
来　

皮
膚
・
排
泄せ
つ

ケ
ア
認
定
看
護
師

飯
野
聖
子
さ
ん

　

☎
22

6
1
1
1

相
　
談

日
曜
納
税
相
談

　

納
税
に
関
す
る
悩

み
な
ど
何
で
も
相
談

を
。
相
談
日
に
税
金

の
納
付
も
可
能
で
す
。

日
11
月
16
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所　

1
階　

税
務
課
内

問
税
務
課
収
税
係

　

☎
23

1
1
1
8

司
法
書
士
に
よ
る
市
民
生
活

無
料
法
律
相
談
会

日
11
月
15
日（
土
）午
後
1
時
〜
8

時　

※
予
約
制

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室
A（
大
手
町
）

内
相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・
消

費
者
・
成
年
後
見
な
ど
の
相
談

申
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
7
6

3
3
6
8

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
11
月
15
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

内
遺
言
・
相
続
な
ど
の
相
談

問
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

　
Ｆ
0
7
9

6
6
2

8
5
0
3

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

無
料
年
金
相
談
会

日
11
月
3
日（
月
・
祝
）午
前
10
時

〜
午
後
4
時

所
コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡　

1
階　

ロ
ビ
ー（
加
広
町
）

内
各
種
年
金
の
相
談

問
兵
庫
県
社
会
保
険
労
務
士
会
但

馬
支
部
☎
20

3
6
7
3

法
務
局
で
の
登
記
相
談
が

11
月
４
日
か
ら
予
約
制
に

　

神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡
支
局
で

は
、
11
月
4
日（
火
）か
ら
不
動
産

お
よ
び
商
業
・
法
人
登
記
に
関
す

る
相
談
が
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

事
前
に
電
話
な
ど

で
相
談
日
時
を
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
多
く
の
方

に
対
応
で
き
る
よ
う
相
談
時
間
は

20
分
以
内
と
し
ま
す
。
詳
し
く
は

神
戸
地
方
法
務
局
の
ホ
で
も
紹
介
。

申
問
神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡
支
局

　

☎
22

2
7
0
3

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　

１
人
で
悩
ま
ず
、
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
相
談
へ
。
相
談
時
間
は
１
人
約

45
分
で
す
。

日
11
月
13
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

所
豊
岡
健
康
福
祉
施
設（
立
野
町
）

対
本
人
や
家
族
な
ど
ど
な
た
で
も

担
当
医
師
精
神
科
医
師　

高た
か

石い
し

俊し
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

※
要
事
前
予
約

そ
の
他

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

所
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

月日 担当医師・
住所

11月

９日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

16日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）
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さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
2
4
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

公
売
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
競
り
売
り

参
加
申
込
期
間
11
月
5
日（
水
）午

後
1
時
〜
18
日（
火
）午
後
11
時

競
り
売
り
期
間
11
月
25
日（
火
）午

後
1
時
〜
27
日（
木
）午
後
11
時

代
金
納
付
期
限
12
月
5
日（
金
）午

後
3
時

公
売
物
件
レ
ト
ロ
小
物
な
ど
16
点

（
予
定
）

参
加
申
込
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
の
参
加http://koubai.

auctions.yahoo.co.jp/

　

hyg_toyooka_city

○
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

落
札
し
た
物
件

は
返
品
で
き
ま

せ
ん
。
事
前
に

よ
く
見
て
公
売

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
11
月
16
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所　

1
階（
日
曜
納
税
相

談
同
時
開
催
）

※
大
型
物
件
は
、
下
見
会
に
展
示

し
ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
税
係（
公
売
担
当
）

　

☎
23

1
1
1
8

平
成
26
年
度

　

公
立
豊
岡
病
院
組
合

保
有
財
産
売
却

▽
入
札
日

　
12
月
5
日（
金
）

内
公
立
豊
岡
病
院
組
合
保
有
財
産

売
却
に
か
か
る
入
札
を
実
施
し

ま
す
。

　
詳
し
い
案
内
書
は
豊
岡
病
院
組

合
出
納
室
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
期
10
月
27
日（
月
）〜
11
月
28
日（
金
）

申
問
公
立
豊
岡
病
院
組
合
出
納
室

　
☎
22
–
6
1
1
1

ホhttp://w
w
w
.toyookahp-
kum
iai.or.jp

「豊岡農業スクール」の平成27年度
研修生（第３期生）を募集

　市内の担い手農家の育成・確保や環境
創造型農業の普及推進を図るため、平成
27年度の「豊岡農業スクール」新規就農研
修生を募集します。
　新たに農業に取り組もうとする方に、
認定農業者が営む就農地で、就農に必要
な農業生産技術と経営管理能力を集中的
に実地研修してもらいます。研修後、独立
自営就農または雇用就農につなげます。
■申込期限　11月28日（金）必着
※事前に電話連絡いただいた際に事業内
容を説明し、その後、申込書類を郵送
します。申込期限に間に合うよう早目
に連絡してください。
■募集人員　新規就農研修生 ３人
■対象
⑴　研修開始日における満年齢が原則45
歳以下
⑵　市内在住者または転入者
⑶　将来、市内での独立自営就農または
雇用就農（親元就農を予定している方
にあっては、研修先が親元以外の受入
農家であればこれに該当するものとし
ます。）を目指し、環境創造型農業に取
り組む意欲のある方
※協議会が定める規定に違反した場合
は、給付金の全額または一部を返還し
ていただく場合があります。
■研修期間
　平成27年４月１日から平成28年３月31
日まで（更新により最長３年間）
■研修条件
⑴　研修時間：週40時間（１日８時間×
５日間）を基本とします。
⑵　給 付 金：一人月額 100,000円を支
給します。
⑶　傷害保険等：豊岡市認定農業者協議
会で加入します。
⑷　そ の 他：自己により所得税の確定
申告をしてもらいます。
■事業主体  豊岡市認定農業者協議会
申 問農林水産課農政係☎23-1127

全県一斉シェイクアウト訓練
日 11月５日（水）〈津波防災の日〉午前10時ごろ
内サイレン等の合図に合わせて、
①まず低く　上からの落下物を避けられる場所
で低い姿勢をとります。
②頭を守り　落下物や飛来物から頭を守れるよ
う、机の下に避難したり腕で身体や頭を守ります。
③動かない　揺れが収まる１分程度動かずにい
ます。
参加登録募集中！団体、事業所や学校単位での
参加者を募集中です。ぜひ登録を！

申 問兵庫県災害対策課訓練・調整担当
　☎078-362-9810Ｆ 078-362-9911 
ひょうご安全の日推進県民会議（復興支援課）
　☎078-362-9832Ｆ 078-362-4459

売却物件一覧
所在地 面積（㎡）最低売却価格 備考

豊岡市
千代田町2-8 329.21 820万円 空地

豊岡市
大磯町236-7他 95.57 350万円 建物付

豊岡市
三坂町17-11 1,803.87 4,550万円 建物付
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午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
11
月
4
日（
火
）、
10
日（
月
）、

17
日（
月
）、
25
日（
火
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

１
１
６
５

・
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03

6
7
0
0

１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金
事

務
所
☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
係

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」で

す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
今
年

か
ら
11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）を

「
年
金
の
日
」と
し
た
こ
と
に
伴

い
、
第
2
土
曜
日
と
同
様
に
年
金

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳
な

ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
と

身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
対

象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
11
月
8
日（
土
）、
30
日（
日
）は

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

後
納
制
度
で
将
来
の
年
金
額
を

増
や
せ
ま
す

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す

過
去
10
年
以
内
に
保
険
料
未
納
期

間
の
あ
る
方
へ

　

後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
保
険
料
納
付
済
期
間
が
不
足

し
て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た

方
は
、
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内

に
納
め
忘
れ
の
あ

る
保
険
料
が
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
、
後

納
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き

る
期
限
は
、
平
成
27
年
9
月
30
日

で
す
。

■
申
込
窓
口

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
☎
0
5
7
0
0
1
1
0
5
0

（
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は

☎
03

6
7
3
1

2
0
1
5
）

ま
た
は
豊
岡
年
金
事
務
所

☎
22

0
9
4
5

■
注
意
事
項

・
過
去
3
年
度
以
前
の
後
納
保
険

料
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
加

算
額
が
つ
き
ま
す
。

・
後
納
が
可
能
な
期
間
の
う
ち
、

最
も
古
い
分
か
ら
先
に
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、

未
納
と
な
っ
て
い
る
期
間
も
対

象
で
す
。
こ
の
場
合
の
後
納
保

険
料
は
、
一
般
の
未
納
期
間
と

同
じ
1
カ
月
分
の
保
険
料
額
で

す
。

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切

に
保
管
を

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
全
額
と
は
、
1
月

1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付

し
た
保
険
料
で
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
納
付
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
で

す
。
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら

届
く「
社
会
保
険
料

控
除
証
明
書
」（
は
が

き
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

被
保
険
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ

の
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
配
偶
者

も
連
帯
し
て
納
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
そ
の
納

付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所

得
税
な
ど
の
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
。
自
身
の
社
会
保

険
料
の
額
と
合
算
し
、

家
族
分
の
控
除
証
明

書
も
添
付
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

■
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が
届

く
時
期

▽
1
月
か
ら
9
月
の
間
に
納
付
し

た
方
…
11
月
上
旬

▽
10
月
か
ら
12
月
の
間
に
今
年
初

め
て
納
付
し
た
方
…
翌
年
2
月

上
旬

■
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
紛
失

な
ど
の
照
会
先（
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
）

▽
照
会
用
電
話
番
号

　
☎
0
5
7
0

0
5
8

5
5
5

・
Ｉ
Ｐ
電
話

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
4
4

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
公
的
年
金

制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
5
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
が

感
じ
て
い
る
公
的
年
金
に
対
す
る

疑
問
や
不
安
を
解
消
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
てw

eb

マ
ン
ガ
や
イ

ラ
ス
ト
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
い
っ
し
ょ
に
検
証
！

公
的
年
金
」開
設

いっしょに検証！公的年金 で検索
http://www.mhlw.go.jp/nenkinkenshou/



食の本
< 一 般 >

スローフードな日本！
島村奈津/著
（新潮社）

　日本が抱える食と農のさまざまな問
題を見据えながら、食糧の産地や生
産者の顔が見える日本各地の「スロー
な食事」を紹介する食のノンフィクショ
ン。

< じ ど う >
きょうのごはん
加藤休ミ／作
（偕成社）

　猫
ねこ

がご近所のごはんをパトロール。
こんがりやけたサンマ、カレーライ
ス、コロッケ、オムライス…。あー、
いい匂

にお

い。きょうのごはん、何かな？

レッツゴー図書館レッツゴー図書館
　※図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

11月の行事予定11月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

「手作り絵本＆点字絵日記作品展2014」のお知らせ
夏休みに開催した「手作り絵本教室」と「点字絵日記教室」の作品を展示します。
子どもたちの創造の世界、世界に一冊しかない作品を、ぜひ、ご覧ください。
・期間：11月12日（水）～27日（木）
・場所：図書館本館　１階　児童コーナー

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

※詳細は、各館に問い合わせてください。

日 曜日 時間 場所 行事名

1 土
10：30 但東 おはなしのもり（工作：はこをつくろう）　幼 児
13：30 城崎 音楽の調べ　物語の調べ　般（小学５年生以上可）

（フルート四重奏と朗読・ストーリーテリング）
2 日
3 月 休館日
4 火 休館日

5 水

10：30 竹野 にじっこえほん（竹野分館おはなしのへや）　乳 幼
10：30 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼
11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳
11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼
14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

6 木 10：00 本館 秋のリサイクルブックフェア（～７日）　般
7 金

8 土

10：00 出石 リサイクルブックフェアin出石　般
10：30 城崎 おはなしランド（工作：毛糸で作るプチスイーツ）　幼 児

10：30 竹野 テーマであそぼ!「よるのせかいへ　ようこそ！」
（工作：ミニプラネタリウム）　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
9 日
10 月
11 火 休館日
12 水 10：00 本館 手作り絵本・点字絵日記作品展（～27日）　幼 児 般

14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼
13 木
14 金 14：00 本館 ふれあい交流会　般
15 土 10：10 本館 土曜としょかん（子ども折り紙教室）　児

16 日 10：00 城崎 おいしいおはなし★わくわくクッキング　児
（城崎地区公民館）

14：00 出石 としょかん・くらぶ　児
17 月
18 火 休館日
19 水 11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼
20 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳
21 金

22 土
10：30 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
14：00 本館 おはなし会　幼 児

23 日
24 月 休館日
25 火 休館日
26 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

27 木 10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼
10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

28 金 休館日（図書整理日）
29 土 13：00 本館 としょかん読書推進講座　般

｢子どもの成長を支える読書力～11歳からの本と読書への誘い～｣
30 日
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11月の予定

　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援
するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

あそびの伝承師がやってくる！

子育て講座

とよおか家族の日　親子運動遊び

パパとあそぼうデー“おやこっこ運動遊び”　子育て学習室

ベビーマッサージ

にじっこ絵本（おでかけ広場）

11月の子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

おでかけ広場

おはなし広場　子育て学習室

手遊び＆ふれあい遊びⅡ　子育て学習室

おやこっこリズム遊び　子育て学習室

日　時 19日（水）　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子でわらべうた遊び、季節のおりがみ遊び

日　時 21日（金）　午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 栄養士の話、相談、交流　　＊計測はありません

日　時 12日（水）　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ペープサート、絵本の読み聞かせ、手遊び、おりがみ遊び

日　時 12日（水）　午前10時～正午
対　象 １歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師によるプチ講話、測定、乾布摩擦、ベビー

とママの体操、読み聞かせ　等
持ち物 バスタオル、ハンドタオル、水分補給できるもの

日　時 28日（金）　午前10時30分～11時30分 申込開始 12日（水）
対　象 乳幼児と保護者　15組
講　師 ひょうごあそびの伝承師　関口和子さん
内　容 わらべうた遊び、手遊び、ふれあい遊びなど

日　時 20日（木）　午前10時～11時30分 申込開始 ５日（水）
対　象 子育て中の保護者　15人　（一時保育10人）
内　容「こんなにお得！子どもとお手伝い」
講　師 子育て総合センター　所長　永田由紀（臨床発達心理士）

日　時 19日（水）　午前10時30分～11時30分 申込開始 ５日（水）
場　所 合橋地区公民館　３階　多目的ホール
対　象 乳幼児と保護者　15組
内　容 親子運動遊び 持ち物 タオル、お茶
講　師 こども育成課　仲義　健、榎本紗代

日　時 30日（日）　午前10時～11時15分 申込開始 21日（金）
対　象 １、２歳の幼児とお父さん　＊お母さんの参加もOK
内　容 楽しい親子運動あそび 持ち物 お茶
講　師 こども育成課　仲義　健

日　時 25日（火）　午前10時30分～11時30分 申込開始 ５日（水）
場　所 城崎支所　１階　集会室
対　象 ０歳の乳児と保護者　15組 持ち物 バスタオル
内　容 ベビーマッサージ、お母さんの交流会

日　時 ５日（水）　午前10時30分～11時30分
場　所 図書館竹野分館 対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館へ行こう！図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 28日（金）　午後１時30分～３時30分 申込開始 17日（月）
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育　15人）
内　容「思いやり｣を育てる
講　師 子育て総合センター　所長　永田由紀

日　時 20日（木）　午前10時30分～11時30分 申込開始 ５日（水）
場　所 城崎健康福祉センター　１階　多機能ホール
内　容 お年寄りとの交流遊び
対　象 乳幼児と保護者　10組

日　時 １、８、22、29日の土曜日　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 13日（木）　午後１時30分～２時45分 申込開始 ５日（水）
対　象 １歳の幼児と保護者　25組
内　容 ふれあい遊び＆手遊び、お母さん同士の交流
持ち物 お茶、バスタオル

日　時 21日（金）　午後１時30分～２時30分 申込開始 10日（月）
対　象 ２歳の幼児と保護者　15組 持ち物 お茶
内　容 フープ、筒太鼓、ドレミでピョンピョンを使った遊び　他

日時と
場　所

６日（木）午前10時15分～ コウノトリの郷公園13日（木） 玄武洞公園
17日（月）午後１時30分～ 総合体育館・芝生広場
28日（金）午前10時15分～ しばっこ広場（アイティ７階）

対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外での遊び、遊具での遊び、子育て相談、子育て情報　他

そとあそび広場　悪天候時は中止

わらべうた＆おりがみ

なかよし広場

にこにこひろば

なかよし広場

そとあそび広場

そとあそび広場

そとあそび広場　雨天時は子育てセンター内

日　時 20日（木）　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 27日（木）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 歯科衛生士の話「歯の健康とお手入れについて」　個別相談

日　時 25日（火）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
講　師 こども育成課　仲義　健、榎本紗代

絵本の読み聞かせの会

なかよし広場

運動遊び

日　時 ①おやこふれあいたいむ 20日（木）　午前10時30分～
②ほっとたいむ 27日（木）　午前11時～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①紙芝居やいろいろな遊び　②唱歌や童謡を歌う
その他 午前中（９時～正午）は体重や身長の計測もします

おやこふれあいたいむ＆ほっとたいむ　ふれあい広場

なかよし広場　豊岡市民プラザ ほっとステージ

絵本の読み聞かせ

日　時 19日（水）　午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 27日（木）　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせと折り紙遊び

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

日　時 19日（水）　午前10時30分～11時30分
場　所 児童公園 対　象 乳幼児と保護者
内　容 寒さに負けずに遊ぼう

日　時 ４日（火）　午前10時15分～11時30分
場　所 日高町民公園 対　象 乳幼児と保護者
内　容 固定遊具や芝生広場で遊ぶ

日　時 13日（木）　午前10時30分～11時30分
場　所 子育てセンター周辺　※センターに集合
内　容 お散歩、かざぐるま 対　象 乳幼児と保護者
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平成26年９月30日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

11月の主な行事
NOVEMBER

より詳しい情報は
こちらから

15（土）アキラさんとまこと君ふたりのオーケストラ（18：00～ ひぼこホール）
第５回人権市民講座（13：30～15：00 日高
農村環境改善センター）

16（日）第17回竹野カニカニカーニバル（９：00～13：00 竹野北前館駐車場）
田んぼの学校（９：30～ コウノトリ文化館周辺）
第７回市民エコポイント抽選会

（10：00～14：00 豊岡稽古堂）
とよおか・シネマオアシス「武士の献立」

（10：30～、14：00～ 市民会館）
17（月）
18（火）
19（水）なかよし広場（９：30～ 豊岡市民プラザ）
20（木）豊岡南地区暴力追放・防犯・交通安全大会（13：00～ 豊岡市民プラザ）
21（金）三世代交流会（10：00～11：45 竹野地区公民館）地域文化講座（19：00～ 豊岡市民プラザ）
22（土）知って安心くらしの笑百科（13：30～ 豊岡市民プラザ）

植村直己冒険館開館20周年記念講演
（19：30～ 日高農村環境改善センター）

23（日）勤労感謝の日第28回キューピットマラソン
（９：00～ たけのこうえん発着）

植村直己冒険館開館20周年記念式典・記念
イベント（９：30～15：00 植村直己冒険館）
カバストマルシェ（10：00～16：00 宵田商店街）
第33回城崎温泉かに王国絶叫大会

（11：00～ ＪＲ城崎温泉駅前）
豊岡ノーマイカーデー（市内全域）

24（月）振替休日
25（火）
26（水）
27（木）なかよし広場（10：30～11：30 日高子育てセンター）
28（金）
29（土）青少年健全育成大会（13：30～ 豊岡市民プラザ）
30（日）KINSEI R＆D『赤を見る／Seeing Red』公開リハーサル（城崎国際アートセンター）

ひ
と
り
ご
と

1（土）城崎温泉泊覧会（城崎温泉他、～16日）音楽の調べ 物語の調べ（13：30～15：00 城崎支所）
第３回世界身体障害者野球日本大会

（県立但馬ドーム、～２日）
2（日）資母の宝まつり（10：00～15：00 資母地区交流センター周辺）

とよおか家族の日　パパと遊ぼうDAY！
（10：30～11：45 日高子育てセンター）

3（月）文化の日出石お城まつり（９：00～ 出石城跡周辺）
神鍋高原オリエンテーリング大会

（９：00～ 道の駅｢神鍋高原｣）
第23回マロニエまつり

（10：00～15：30 道の駅｢神鍋高原｣）
但馬ハイスクールアートフェスティバル

（ステージ13：00～ 豊岡市民プラザ）
4（火）
5（水）豊岡北地区暴力追放・防犯・交通安全大会（13：30～ 城崎国際アートセンター）
6（木）秋のリサイクルブックフェア（10：00～15：00 図書館本館、～７日）
7（金）ハイバイ公演『霊感少女ヒドミ』（20：00～ 城崎国際アートセンター）
8（土）ハイバイ公演『霊感少女ヒドミ』（17：00～ 城崎国際アートセンター）

安國禅寺のどうだんつつじ
（８：00～19：00 但東町相田 安國禅寺）

9（日）阿瀬渓谷紅葉ウォーク（８：30～15：00 湯の原温泉オートキャンプ場）
阿瀬渓谷紅葉まつり（９：00～15：00 阿瀬渓谷）
消防フェア（10：00～ コープデイズ豊岡）

10（月）おんぷの祭典（市内各所、～15日）
11（火）わいわいコーラス（10：00～11：30 竹野子育てセンター）
12（水）豊岡ノーマイカーデー（市内全域）出石皿そば新そばまつり

（10：00～16：00 出石支所前広場、～13日）
手作り絵本・点字絵日記作品展（図書館本館、～27日）
そとあそび広場（10：30～11：30 但東スポーツ公園）

13（木）第33回企画展｢彩－色に表された思い－｣（但馬国府・国分寺館、～２月11日）
14（金）ふれあい交流会（14：00～16：00 図書館本館）仲田光成記念第14回豊岡全国かな書展

（９：00～17：00※16日は16：00まで 総
合体育館、～16日）　　
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合　計 男　性 女　性 世帯数
85,909人（－63人） 41,212人（－19人） 44,697人（－44人） 32,772世帯（±0世帯）
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防災・減災をテーマに、命を守るためにできる、さまざまな情報を紹介しています。
家族をはじめ、身近な人たちと情報を共有しましょう。　　　　　　　　《問合せ》防災課☎23-1111

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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１ 中陰区災害図上訓練
今月は、中陰区の取組みを紹介します。９月７日、中陰会館で中陰区災害図上訓練が行われ、中

陰区役員、自警団員、福祉委員等、約50人の区民が参加しました。
訓練の内容は、防災課の出前講座、豊岡市社会福祉協議会

の支えあいマップの説明、防災士で下陰区長の西村充春さん
の指導によるＤ

デ ィ グ

ＩＧ（Disaster Imagination Game：図上訓練）
です。
西村防災士からＤＩＧについて説明を受けた後、四つの班

ごとに、代表者、記録者と発表者を決め、地域の特徴を地図
に書き込んでいきました。これは、いざというときに頼りに
なる人はどこにいるのか、近所に手助けが必要な人はいない
かなどの情報を共有することで、災害に強い地域を育てます。

自主防災組織の活動事例１～中陰区の取組み～

各班が地図に記入した内容をまとめて発表し、西村防災士の
講評を受けました。
主な発表内容は、次のとおりです。

・避難準備情報が出た時点で、早めに避難を始めるべき。
・浸水し始めると道路と水路の区別ができなくなるので、災害　
　時は、夜間の行動を控える。
・自宅に留まる場合は、２階以上に避難する。
・要援護者の支援については、「誰が、誰を、どこへ」を決めておく。

《中陰区の岸田区長の願い》
今回の図上訓練によって、各班それぞれで、改めて自分の区を知っても

らえた。普段から災害に備えて対策をしておき、早めに避難してほしいです。
災害時に助け合えるためには、日頃から、地域の関わり合いが大切。
まずは、隣近所が気軽にあいさつできるようにしたいです。

２ 避難路の整備
中陰区では、市指定避難所である豊岡北中学校

と五荘小学校を結ぶ避難路を平成24年から２年が
かりで整備しました。かつて利用されていて、現
在は利用されなくなっていた道を中陰区自警団が
整備したものです。この避難路により、中陰区内
の道路が浸水しても、二つの避難所を行き来する
ことができます。
中陰区自警団には、30代から60代までの30人（女

性団員２人を含む）が活動しています。

▼

中陰区長 岸田 敏さん


